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学校法人福岡学園 令和３年度事業報告の概要 

１．「口腔医学の学問体系の確立・育成」について 

現在の歯学教育の高度専門化とともに一般医学教育を充実させた「口腔医学」を確立・育成

することが、超高齢社会を支える歯科医学・歯科医療にとって重要であるという考えから、デ

ィプロマ・ポリシーとして定めた能力に関して、各授業ユニットで何の能力を成長させること

ができるのか、学生に対しシラバスで提示しながら口腔医学教育を実践しています。 

また、口腔医学の創設・育成を推進するため平成 27年度に創設された「田中健藏基金」によ

る第 6 回目の事業として、看護大学の看護演習で使用する未熟児モデルや短大の口腔ケア実習

で使用するマネキン等を購入しました。 

２．教育の改善・充実等について 

（１）平成 25 年度からの継続事業である「私立大学等改革総合支援事業」（文部科学省及び日本

私立学校振興・共済事業団が共同実施）において、歯科大学は、昨年に引き続き、新たな時代

を生きる学生に対する教育機能の強化を促進している大学として、タイプ１「『Society5.0』の

実現等に向けた特色ある教育の展開」に採択されました。 

（２）歯科大学では、国家試験の現役合格を目指し、TKG（積上げ・繰り返し・学習）を低学年か

ら実践するよう学生へ説明するとともに、助言教員が学習の進捗状況を確認する等の方法で学

習習慣の確立を支援したほか、独自教材の「見開きテーマ問題集」を学生に配布して学習方法

の確立を支援しました。 

（３）歯科大学大学院では、口腔医学研究センターを活用して研究活動を推進させるとともに、

海外の学術雑誌への論文発表増加に向けて研究指導を行ったほか、授業内容の確認を行い、大

学院生がより多岐にわたる領域を学修できるよう新たに「臨床統計学」の授業を開講しました。

（４）看護大学では、令和 4 年度からの新カリキュラム開始に向け、完成年次までの教育内容を

検討し、シラバスについて点検チェックを実施して、学生目線の内容に重点を置くとともに、

評価の方法・基準を具体的に示すなど、新しい様式に変更しました。 

（５）看護大学大学院は、4 月に大学院看護学研究科を開学し、内規、学生便覧等を見直したほ

か、AC教員審査で看護特別研究の指導教員を増員し、教育・運営の充実を図りました。

（６）短期大学では、実践的教育の充実に向けて学外実習先である開業歯科医院数を 71 から 82

施設に増加させたほか、令和 5 年度からの男女共学化を決定しました。また、4 年制化に向け

ての検討も継続しています。専攻科では、24名が大学改革支援・学位授与機構より学士の学位

を取得しました。 

（７）「第 115回歯科医師国家試験」は、模擬試験結果を基に苦手分野の分析を行い、その内容を

教員へフィードバックして、第 6 学年の指導に活用したほか、放課後および土日祝日に自習室

を開放する等の対策を講じ、新卒 39名が合格しました。看護大学は「第 111回看護師国家試験」

に 103 名が合格し、「第 108 回保健師国家試験」は 10 人全員が合格しました。短期大学は「第

31回歯科衛生士国家試験」に新卒 55名が合格しました。 

３．研究の活性化について 

（１）「福岡歯科大学･福岡看護大学･福岡医療短期大学 口腔医学研究センター」は、講師 3 名を

招聘して第 3 回口腔医学研究センターシンポジウムを開催したほか、令和 3 年の同センターを

活用した業績の取りまとめを行いました。 

（２）看護大学では、「看護分野における口腔ケア・口腔ケア教育」に関する臨床看護研究を継続

的に推進し、日本看護科学学会において、4 年連続で口腔ケアに関するテーマの交流集会が採

択されました。 

（３）専任教員の総論文数（著書、総説、原著論文、症例報告等）は、歯科大学は、前年度 162

編が 119編（うち欧文 76編）に、看護大学は、前年度 85編が 52編（うち欧文 11編）、短期大

学は、前年度 24編が 39編（うち欧文 21編）になりました。

（４）研究倫理の確立に向け「公的研究費等にかかるコンプライアンス教育講習会」及び「責任

著者と共著者の責任について」をビデオ講習会で開催し、学園 3 大学の教職員及び大学院生を

含めて 674名が受講しました。



 

４．学生の支援等について 

（１）歯科大学では、特に指導が必要な学生に対し個別面談を適宜実施したほか、昨年度に引き

続き低学年からの学習習慣の定着を支援するため、第 1 学年に対する助教によるサポーター制

度の実施、また、保護者に対して大学の取り組みや修学状況等を説明する「学年説明会及び個

別面談」等を行いました。 

（２）看護大学では、保護者を交えた 3 者面談を含め、学生の状況に応じた個別的面談を繰り返

し実施したほか、学習意欲向上を目指して卒業生や看護師による研修会を開催しました。また、

新たに最新看護索引 Webを契約し、学生が自宅から文献検索が行えるよう環境を整えました。 

（３）短期大学では、成績不振学生や基礎実習の課外学修希望学生に対する課外時間補習授業に

TAも活用し、学力・技能の向上に努めたほか、e-learning教材を蓄積し、基礎実習の予習・復

習に活用しました。また、文部科学省の補助金事業に採択され、マネキン実習室の改修を行い

ました。 

（４）歯科大学、看護大学、短期大学が文部科学省の実施する高等教育の修学支援制度（高等教

育の無償化）の対象校として今年度も引き続き選定されました。 

（５）令和 4年度入学者数は、歯科大学口腔歯学部 67名・同大学院 12名、看護大学看護学部 104

名・同大学院 7名、短期大学歯科衛生学科 70名・同専攻科 21名でした。 

５．社会との連携・貢献について 

（１）地域連携センターでは、新型コロナウイルス感染症の影響で、今年度も対面での活動をほ

とんど自粛・休止することとなりましたが、UR星の原団地で健康調査を実施したほか、超高齢

過疎地区（早良区板谷地区）における住民健康診断を訪問歯科センターとともに実施しました。

また、医科歯科総合病院で「連携の会」を開催し、近隣の医療介護従事者を対象とした多職種

によるリカレント教育の場を設けました。 

（２）医科歯科総合病院では、各診療科が病院の方針に沿って目標の再設定を行い、外来患者、

入院患者、手術等の増加方策に取り組み、診療稼働額が大きく向上しました。また、感染対策

を強化するために発熱外来棟を設置したほか、健診センターでは協会けんぽの被保険者、被扶

養者の健診を令和 4年 4月から開始することにしました。外来患者数は 1日平均 704.11人、入

院患者数は 35.16人でした。 

（３）口腔医療センターは、福岡市歯科医師会へ加入し、訪問歯科センターと連携を行い「かか

りつけ歯科医機能強化型歯科診療所（か強診）」の施設基準の申請を行ったほか、物流管理シス

テム（SPD）を導入し、効率的な医療材料の管理を実施しました。年間患者数は 26,570 人、1

日平均患者数は 111.2人でした。 

（４）介護老人保健施設は、医科歯科総合病院の言語聴覚士を非常勤で配置し、入所者、通所利

用者の嚥下評価を実施したほか、厚生労働省が新たに運用を開始した「科学的介護情報システ

ム（LIFE）」にデータを提出し、新規加算を取得しました。入所者数は 1 日平均 69.9 人、通所

利用者数は 1日平均 22.7人でした。 

（５）国際交流については、歯科大学は、昨年度に引き続いて姉妹校との交流は全て中止としま

した。看護大学は、リバプール大学（イギリス）との相互交流を目指し検討を継続しています。

短期大学は、東釜山大学の廃校に伴い、今後の交流先について検討をしています。 

６．組織運営及び財務強化･施設整備について 

（１）令和 4 年 4 月から病院の管理運営の指導及び助言等を担当する病院顧問に阿南壽氏、学園

の情報環境整備の指導及び助言等を担当する情報顧問に藤村直美氏の委嘱を決定しました。 

（２）病院の将来的構想等を踏まえ、全身画像診断学分野の名称を「放射線診断学分野」に変更

したほか、令和 4年 4月から呼吸器科を設けることとしました。 

（３）新型コロナウイルス感染症対策として、ワクチン接種の打ち手不足が深刻化する中、歯科

医師にも特例で容認されたため、福岡市の要請のもと本学園の医師、看護師に加え、歯科医師

も集団接種会場で打ち手として支援を行いました。 

（４）短期大学は、大学・短期大学基準協会の認証評価を受審し、「短大基準に適合している」と

の評価結果及び認定証を受領しました。 

（５）外部資金導入として、文部科学省から改革総合支援事業選定、私立学校施設整備費などに

係る補助金として約 75,400万円を受け入れました。 

（６）校舎・施設・設備の刷新と教育・研究機能の向上を目的に、既存キャンパスの再整備を推

進することを決定し、基本計画等の策定を進めています。 
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学校法人福岡学園 令和３年度事業報告書 

Ⅰ．法人の概要 

  法人の名称：学校法人福岡学園 

住所：〒814-0193福岡県福岡市早良区田村二丁目 15番 1号 

電話：092－801－0411 

URL：https://www.fdcnet.ac.jp/fdc/ 

１．法人の目的 

学校法人福岡学園は、昭和 48 年に西日本唯一の私立歯科大学として「福岡歯科大学」

を開設し、現在、口腔医学の学問体系の確立・育成と全身の疾患が理解できる医療人の育

成に向けて、特色ある教育研究を行っている。平成 25 年 4 月からは、口腔医学に関する

活動をアピールするとともに、歯学教育や歯科医療の実態に即したものとするため、学部

学科の名称を「口腔歯学部・口腔歯学科」に変更した。また、地域の医療センターとして

の「医科歯科総合病院」のほか、臨床実習の拡充や地域歯科医療の向上等を目的としたサ

テライト施設「口腔医療センター」を博多駅前に有する。この他、全国初の「口腔保健学

士」認定専攻科を持つ「福岡医療短期大学」、全国に先駆けて設置した高齢者福祉のため

の「介護老人保健施設 サンシャインシティ」を併設している。さらに、平成 29年に「福

岡看護大学」を開学させたほか、女性の就業環境整備のため、同年、ぺんぎん保育園を開

設。大学院教育について、昭和 60 年に歯科大学大学院（博士課程）を開学させたほか、

令和 3年 4月に看護大学大学院（修士課程）を新たに設置し、更なる教育研究のフィール

ドを広げている。このように、本学園は、一貫して教養と良識を備えた有能な歯科医師、

看護師、保健師、歯科衛生士、介護福祉士の養成及び教育・研究者の育成に努め、医療・

保健・福祉の総合学園として、教育・研究の質の向上及び地域医療・福祉への貢献を目指

している。

  【建学の精神】 

福岡歯科大学：教育基本法及び学校教育法に基づき、歯学に関する専門の学術を教

授研究し、教養と良識を備えた有能な歯科医師を育成することを目

的とし、社会福祉に貢献すると共に歯科医学の進展に寄与すること

を使命とする。 

福岡看護大学：教育基本法及び学校教育法に基づき、看護学に関する専門の学術を

教授研究し、教養と良識を備えた有能な看護専門職を育成すること

を目的とし、社会福祉に貢献するとともに、看護学の進展に寄与す

ることを使命とする。 

福岡医療短期大学：歯科衛生学に関する専門の学術を教授研究し、教養と良識を備

えた有能な歯科衛生士を養成し、保健福祉に貢献すると共に、歯科

衛生学の進展に寄与する。 

２．沿革 

昭和47年 7月 学校法人福岡歯科学園寄附行為認可、福岡歯科大学設置認可 

昭和48年 2月 福岡歯科大学附属病院開設 

昭和48年 4月 福岡歯科大学開学 

昭和55年11月 福岡歯科大学附属歯科衛生専門学校設置認可 

昭和56年 4月 福岡歯科大学附属歯科衛生専門学校開校 

昭和60年 3月 福岡歯科大学大学院設置認可 
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昭和60年 4月 福岡歯科大学大学院開学 

平成 8年10月 福岡歯科大学附属歯科衛生専門学校の福岡医療福祉専門学校への

校名変更及び同校の社会福祉専門課程設置認可 

平成 8年12月 福岡医療短期大学設置認可 

平成 9年 3月 福岡医療福祉専門学校歯科衛生専門課程募集停止 

平成 9年 4月 福岡医療短期大学開学、福岡医療福祉専門学校開校 

平成11年 2月 福岡医療福祉専門学校歯科衛生専門課程廃止認可 

平成11年 4月 福岡医療短期大学専攻科歯科衛生学専攻開設 

平成11年12月 福岡医療短期大学保健福祉学科設置認可 

平成12年 1月 福岡医療福祉専門学校社会福祉専門課程募集停止 

平成12年 4月 福岡医療短期大学保健福祉学科開設 

平成14年 1月 福岡医療福祉専門学校廃止認可 

平成14年 8月 介護老人保健施設（サンシャイン シティ）開設 

平成15年 4月 福岡医療短期大学歯科衛生学科3年制へ移行 

平成16年 7月 人事考課制度導入 

平成17年 1月 病院名を福岡歯科大学医科歯科総合病院に改称 

平成17年 4月 教員の任期制導入 

平成20年 4月 福岡医療短期大学歯科衛生学科の専攻科が大学評価・学位授与機構

の認可を得て、学士（口腔保健学）の専攻科として認定 

平成23年 6月 法人名を福岡学園に変更認可 

平成23年11月 福岡歯科大学口腔医療センター開設認可 

平成23年12月 福岡歯科大学口腔医療センターを開設 

平成25年 4月 福岡歯科大学の学部・学科名を口腔歯学部口腔歯学科に変更 

平成28年 8月    福岡看護大学設置認可 

平成29年 4月    福岡看護大学開学 

平成29年 8月    ぺんぎん保育園開園 

平成31年 3月    福岡医療短期大学保健福祉学科令和2年度から学生募集停止決定 

   令和元年 9月    福岡歯科大学収容定員変更認可(令和2年度から入学定員96名) 

令和 2年 9月    福岡歯科大学医科歯科総合病院新病院開院 

令和 2年10月    福岡看護大学大学院設置認可 

   令和 3年 3月    学校法人福岡学園･福岡歯科大学創立50周年記念講堂着工 

令和 3年 3月    福岡医療短期大学保健福祉学科廃止 

   令和 3年 4月    福岡看護大学大学院開学 

    
 

３．設置する学校・学部・学科等、その入学定員、学生数等の状況 

（表１）                         （令和 3年 5月 1日現在） 

学 校 名 学部学科等名 開設年度 修業年限(年) 入学定員(人) 収容定員(人) 在学者数(人) 

福岡歯科大学 

（学長 髙橋 裕） 

口腔歯学部 

口腔歯学科 
昭和４８年 6 96 672 555 

大学院歯学研究科 昭和６０年 4 18 72 34 

福岡看護大学 

(学長 窪田 惠子) 

看護学部 

看護学科 
平成２９年 4 100 400 416 

大学院看護学研究科 令和３年 2 5 10 5 

福岡医療短期大学 
（学長 田口 智章）  

歯科衛生学科 平成 ９年 3 80 240 163 

専攻科 

口腔保健衛生学専攻 
平成１１年 1 20 20 24 
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施 設 名 区 分 開設年度 定員(人) 
１日当り利用 

平均 (人) 

年間利用 

延数 (人) 

介護老人保健施設 

サンシャインシティ 

（施設長 中島與志行） 

入 所 平成 14年 85 69.9 25,530 

通 所 平成 14年 40 22.7 6,539 

 
 

４．出願者、入学者及び収容定員充足率等の状況 

 （表２） 

学 校 名 学部学科等名 
令和 3年度入学者 令和 4年度入学者 

出願者 受験者 合格者 入学者 出願者 受験者 合格者 入学者 

福岡歯科大学 

口腔歯学部 

口腔歯学科 
153 141 125 71 140 133 124 67 

大学院歯学研究科 10 10 10 9 12 12 12 12 

福岡看護大学 

看護学部看護学科 360 348 208 101 451 443 262 104 

大学院看護学研究科 5 5 5 5 7 7 7 7 

福岡医療短期大学 

歯科衛生学科 66 64 64 60 74 72 72 70 

専攻科 

口腔保健衛生学専攻 
29 29 24 24 25 25 21 21 

  

（表３）                         （毎年度 5月 1日現在） 

学 校 名 学部学科等名 
年度別収容定員充足率 

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 

福岡歯科大学 

口腔歯学部 

口腔歯学科 
0.9 0.9 0.8 0.8 0.8 

大学院歯学研究科 0.7 0.6 0.5 0.6 0.5 

福岡看護大学 

看護学部 

看護学科 
1.2 1.2 1.1 1.1 1.0 

大学院看護学研究科 － － － － 1.0 

福岡医療短期大学 

歯科衛生学科 0.9 0.8 0.8 0.8 0.7 

専攻科 

口腔保健衛生学専攻 
1.1 1.6 1.2 1.2 1.2 

  
５．教職員数 

（表４）              教 員 数       （令和 3年 5月 1日現在） 

 教授等 准教授 講師 助教 助手 その他 小計 客員教授 客員准教授 臨床教授 臨床准教授 非常勤講師 合計 

歯科大学 44 16 41 59 － － 160 12 1 24 5 53 255 

看護大学 12 5 8 5 11 － 41 1 － － － 12 54 

短期大学 6 1 6 2 1 1 17 － － － － 20 37 

老 健 1 － － － － － 1 － － － － － 1 

合 計 63 22 55 66 12 1 219 13 1 24 5 85 347 
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（表５）              職 員 数       （令和 3年 5月 1日現在） 

 事務職員 技術職員 技能職員 補助職員等 医療職員等 介護職員等 医員 合計 

歯科大学 47 4 6 26 － － － 83 

看護大学 11 － － 1 － － － 12 

短期大学 5 － － － － － － 5 

病 院 17 － － 2 113 － 57 189 

口腔医療センター 6 － － － 12 － － 18 

老 健 4 － － － 20 42 － 66 

合 計 90 4 6 29 145 42 57 373 

※非常勤職員を含む。 
 

６．役員・評議員・役職教職員 

                            （令和 3年 5月 1日現在） 

（表６） 理事（定数 10～17人）・監事（定数 2～4人）・顧問 

役職名 氏名 就任年月日 常勤･非常勤の別 

理 事 長 水 田 祥 代 平成 22年 6月 3日 常勤 

常務理事 田 口 智 章 令和 2年 4月 1日 常勤 

理  事 髙 橋   裕 平成 30年 2月 1日 常勤 

理  事 窪 田 惠 子 平成 29年 4月 1日 常勤 

理  事 瓦 林 達比古 平成 27年 10月 1日 非常勤 

理  事 宮 口   嚴 平成 17年 8月 3日 非常勤 

理  事 樗 木 晶 子 令和 2年 8月 3日 常勤 

理  事 井 手 孝 行 平成 27年 5月 1日 常勤 

理  事 阿 南   壽 平成 31年 4月 1日 常勤 

理  事 古谷野   潔 平成 26年 8月 3日 非常勤 

理  事 大 山   茂 令和元年 10月 1日 非常勤 

理  事 海老井 悦 子 平成 27年 12月 1日 非常勤 

監  事 藤 田 和 子 平成 29年 4月 1日 非常勤 

監  事 西 方 和 久 平成 25年 1月 1日 非常勤 

顧  問 木 下   明 平成 31年 4月 1日 非常勤 

学事顧問 松 本 裕 子 平成 29年 4月 1日 常勤 

（表７） 評議員（定数 24～35人） 

役職名 氏名 就任年月日 

評 議 員 水 田 祥 代 平成 22年 6月 3日 

評 議 員 田 口 智 章 平成 29年 8月 3日 

評 議 員 髙 橋   裕 平成 17年 8月 3日 

評 議 員 窪 田 惠 子 平成 29年 4月 1日 

評 議 員 阿 南   壽 平成 31年 4月 1日 

評 議 員 井 手 孝 行 平成 27年 5月 1日 

評 議 員 石 橋 慶 憲 平成 21年 6月 26日 

評 議 員 松 添 裕 晃 令和元年 6月 1日 

評 議 員 横大路 智 視 令和 3年 1月 1日 

評 議 員 樗 木 晶 子 平成 29年 8月 3日 

評 議 員 都 築   尊 令和 3年 4月 1日 

評 議 員 川 野 庸 一 平成 30年 4月 1日 
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評 議 員 樋 口 勝 規 平成 28年 7月 19日 

評 議 員 中 畑 高 子 令和 2年 4月 1日 

評 議 員 平 田 雅 人 平成 30年 2月 1日 

評 議 員 朔   啓二郎 平成 17年 8月 3日 

評 議 員 古谷野   潔 平成 26年 8月 3日 

評 議 員 瓦 林 達比古 平成 27年 10月 1日 

評 議 員 海老井 悦 子 平成 27年 12月 1日 

評 議 員 大 山   茂 令和元年 10月 1日 

評 議 員 前 原 喜 彦 平成 17年 8月 3日 

評 議 員 松 田 峻一良 平成 22年 6月 3日 

評 議 員 平 田 泰 彦 令和 2年 8月 3日 

評 議 員 神 田 晋 爾 平成 29年 8月 3日 

評 議 員 宮 口   嚴 平成 11年 8月 3日 

評 議 員 吉 永   修 令和 2年 4月 1日 

評 議 員 中   四 良 令和 2年 8月 3日 

※本法人は、役員（理事、監事）及び評議員について、役員の健全な経営判断及び本

法人の更なる発展をサポートするため、令和 3年度から継続して日本私立大学協会の役

員賠償責任保険（対象:理事、監事、評議員  保険期間:1年間  総支払限度額:1億

円）に加入し、役員の損害賠償リスクを補償しています。 

（表８） 役職教職員等 

【福岡歯科大学】 

役職名 氏名     

学 長 髙 橋   裕 

医科歯科総合病院長 阿 南   壽 

学 生 部 長 稲 井 哲一朗 

情 報 図 書 館 長 坂 上 竜 資 

口腔・歯学部門長 城 戸 寛 史 

全身管理・医歯学部門長 池 邉 哲 郎 

社会医歯学部門長 埴 岡   隆 

基礎医歯学部門長 日 髙 真 純 

医科歯科総合病院副病院長 都 築   尊 

医科歯科総合病院副病院長 川 野 庸 一 

医科歯科総合病院副病院長 樋 口 勝 規 

医科歯科総合病院副病院長 中 畑 高 子 

 

 

 

 

 

 

 

 

【福岡看護大学】 

役職名 氏名     

学 長 窪 田 惠 子 

副 学 長 ・ 研 究 科 長 樗 木 晶 子 

学 部 長 青 木 久 恵 

学 生 部 長 中 島 富有子 

情 報 図 書 館 長 岡 田 賢 司 

基礎･基礎看護部門長 青 木 久 恵 

健康支援看護部門長 内 田 荘 平 

地域･在宅看護部門長 中 島 富有子 

教 育 支 援 ・ 教 学 I R 室 長 大久保 つや子 

大 学 院 副 研 究 科 長 飯 野 英 親 

【福岡医療短期大学】 

役職名 氏名 

学 長 田 口 智 章 

学 科 長 堀 部 晴 美 

【介護老人保健施設】 

役職名 氏名 

施 設 長 中 島 與志行 

【事務局】 

役職名 氏名 

事 務 局 長 井 手 孝 行 
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Ⅱ．事業の概要 

１．教育の改善・充実 

 

１）口腔医学の確立・育成 

歯科大学では、“口腔”を身体の一つの臓器

と位置づけ、現在の歯学教育の高度専門化とと

もに一般医学教育を充実させた「口腔医学」を

確立・育成することが、超高齢社会を支える歯

科医学・歯科医療にとって非常に重要であると

の考えから、「歯学から口腔医学へ」をモット

ーに、口腔医学教育・口腔医療の確立・育成の

フロントランナーとして、その実践に努めてき

た。 

平成 20 年度文部科学省選定の戦略的大学連

携支援事業『口腔医学の学問体系の確立と医

学・歯学教育体制の再考』（助成期間：平成 20

年 11 月 20 日から 22年度まで）については、

助成期間を含めた 10 年間の事業は終了したが、

連携大学間で共同実施していた「医歯学連携演

習」を本学では引き続き開講した。 

また、口腔医学を推進させるために平成 27

年度に創設された「田中健藏基金」による第 6

回目の事業として、福岡看護大学の看護演習で

使用する未熟児モデル等購入費及び福岡医療

短期大学の口腔ケア実習等で使用するマネキ

ン購入費として 480千円の支援を実施した。 

２）「私立大学等改革総合支援事業」に採択 

平成 25 年度から文部科学省及び日本私立学

校振興・共済事業団が共同で実施する継続事業

で、教育の質的転換や、産業界・他大学との連

携、地域におけるプラットフォームの形成によ

る資源の集中化・共有など、特色化・機能強化

に向けた改革に全学的・組織的に取り組む大学

等を重点的に支援する事業である。 

(１)タイプ１「『Society5.0』の実現等に向け

た特色ある教育の展開」に採択 

「Society5.0」時代に求められる力を養う、

文理横断的な教育プログラムの実施、リベラル

アーツ教育の推進等、新たな時代を生きる学生

に対する教育機能の強化を促進している大学

として、タイプ 1 の「『Society5.0』の実現等

に向けた特色ある教育の展開」に歯科大学が引

き続き採択された。 

３）「大学教育再生加速プログラム（AP）」の継

続実施 

(１)福岡歯科大学 

事業の取り組みの中で収集・蓄積したデータ

を分析した情報に基づき、教育内容・修学支援

内容の改善を実施している。また、平成 30 年

度に策定した学修成果の評価の方針(アセスメ

ント・ポリシー)に基づいた教育活動の検証を

実施している。さらに、可視化した個々の学生

の学修成果（ポートフォリオ）については、学

生と助言教員が Web 上で共有できる環境を整

備している。 

(２)福岡医療短期大学 

事業の取り組みの中で行ってきた学修成果

の可視化およびアクティブラーニング、FD・SD

活動の推進については、事業終了後も改善を重

ねつつ継続し、教育改善に繋げている。 

４）歯科大学口腔歯学部の教育 

(１)口腔医学教育の実践 

ディプロマ･ポリシーとして定めた能力に関

して、各授業ユニットで何の能力を成長させる

ことができるのか、学生に対しシラバスで提示

しながら口腔医学教育を実践している。また、

シラバスで定めた内容を数値化し、各種指標等

と組み合わせて検証を行う等、カリキュラム改

善に継続して取り組んでいる。 

① 口腔医学カリキュラム確立の推進 

本学が掲げているディプロマ・ポリシーの中

で修得する機会が低学年に偏っていた「医療人

としてのプロフェッショナリズム」および「医

療人としての国際力」に関して、新たに習得す

る機会を設定する目的で、第 4学年に「課題解

決演習Ⅲ」「課題解決演習Ⅳ」「Global Medical 

English Ⅰ」を開講した。 

② コロナ禍における授業について 

 新型コロナウイルス感染症の拡大によって

令和 3年 5月～6 月及び 8 月～9 月の緊急事態

宣言期間中は講義・実習ともに Moodle を活用

したオンデマンド形式の遠隔授業を行った。授

業毎に学生からの意見や質問を受けることが

できるフィードバック欄を設け、オンデマンド

上でも学生と教員の双方向性が保てる仕組み

を構築することで教育の質を担保することが

できた。緊急事態宣言解除後は学生全員へ検温

を行った上で教室への入室を許可する等の徹

底した感染対策を行い、対面授業･実習を開始

した。また、学生及び教職員の安全を最優先に

発熱者に対しては本学医科歯科総合病院での

PCR 検査の実施体制を整える等の対策を行っ

た。 

③ 診療参加型臨床実習の充実 

ⅰ）コロナ禍での臨床実習 

 新型コロナウイルス感染症の影響により緊

急事態宣言期間中は患者や学生の安全を第一

に考え臨床実習においても Moodle を活用した

オンデマンド形式の遠隔授業を行った。緊急事

態宣言解除後の臨床実習においても感染拡大
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防止を最優先とし、診療室内が密にならないよ

う、半数は診療室内での実習、半数は実習室で

の相互実習等を行った。また、本学の特徴であ

る充実した最新設備を活用した臨床実習「患者

型ロボットを用いた救急時対応医科歯科統合

シミュレーション実習」について、今年度は、

緊急事態宣言解除後に実施することができた。

令和 2 年度からは小児患者の救急時にも対処

できるよう小児患者型ロボットを導入し、実習

内容の充実を図っている。 

ⅱ）臨床能力試験の本格実施 

 本格実施となって 2 年目の歯学系診療参加

型臨床実習後客観的臨床能力試験については、

共用試験評価実施機構から 12 月 7 日、8 日に

監督者が派遣され実施した。第 5 学年 82 名が

受験し、全員合格した。 

また、臨床能力試験認定評価者養成ワークショ

ップを大学において実施し、評価に当たる教員

の評価能力向上及び試験の評価の質の保証に

努めた。令和４年度は九州地区でのブロック開

催となるため各大学との連携を図っている。 

(２)創造力を持った人材の育成 

① 自学自習システム等の充実 

 コロナ禍における遠隔授業の形態としては、

昨年に引き続き Moodle を活用したオンデマン

ド形式を採用した。これは LIVE 配信授業より

も予習復習や繰り返し学習がやり易いといっ

た学生の声を反映したものであり、遠隔授業の

みに活用するのではなく、通常授業の自学自習

教材としても有効に活用できるよう内容及び

システムの充実を図った。 

② 入学前教育の充実 

総合型選抜 1 期及び学校推薦型選抜合格者

に対する入学前教育を、新型コロナウイルスの

感染状況に応じて来学と遠隔授業にて実施し

た。今年度は昨年に引き続き現代文を重点科目

として、学生の文章読解･作成能力養成、大学

生としてのコミュニケーション能力向上を目

的として実施した。 

③ 低学年の態度教育 

多様な学生の入学に対応するために第 1 学

年の学生 2～3 名ごとに、1 名の助教をサポー

ターとして配置し、まずは学習習慣の定着を促

進させることを目的に修学状況をチェックす

る体制を構築した。また令和 3 年度より第 1

学年の後期には、専門科目の学び方や改善方法

の習得を目的としたサポート講義を実施し、修

学支援を図った。また、2学年と 3学年につい

ては助言教員が学習教材の進捗状況を確認す

る面談を実施し学習習慣の定着を促した。 

(３)教育の充実・改善への新たな取り組み 

① 学習習慣・学習方法確立の支援 

 歯科医師国家試験の現役合格を目指し、TKG

（積上げ・繰り返し・学習）を低学年から実践

するよう学生を支援している。具体的には、デ

ータに基づく TKG の重要性に関する学生への

説明や、助言教員が学習の進捗状況を確認する

等の方法で学習習慣の確立を支援している。ま

た、学習の勘所を学ぶことができる独自教材の

「見開きテーマ問題集」を学生に配布し、学習

方法の確立を支援している。 

② 総合学力試験制度の充実 

 過年度を含めて履修した科目すべてを出題

範囲として客観試験を行う総合学力試験制度

を導入している。国家試験や CBTを合格するた

めの本試験の基準を学生に示し、低学年から国

家試験を見据えた学習を学生に促している。試

験後には、習得が不十分な項目が分かる個人成

績表を個々の学生にフィードバックしている。 

③ 共用試験への取り組み 

第 4学年は、臨床実習に向けて 4年間で学ん

だ知識を統合するための大事な時期で十分な

基礎学力をつけることが必要であるとの観点

から、共用試験受験を踏まえた実践的な授業科

目である「基礎臨床統合演習」において昨年か

ら導入した予習試験制度を定着させ、学生の修

学状況を評価することで早期の取り組みを促

進した。 

共用試験には、第 4学年 105名が受験し、CBT

に関しては 82名が、OSCEについては 105名が

合格した。 

５）歯科大学大学院の教育 

(１)教育の可視化・実質化等 

研究科運営委員会にて授業内容の確認を行

い、学生がより多岐の領域を学修できるよう新た

に「臨床統計学」の授業を開講した。 

(２)高度な研究能力と豊かな国際感覚の涵養 

令和 3年度は大学院 4学年 5名が学位を取得

した。また、口腔医学研究センターでは大学院

生 22 名が研究活動を行い、海外の学術雑誌へ

の論文発表増加に向けて研究指導を行った。 

(３)修学支援体制の充実化 

奨学制度においては一般奨学生 7名、リサー

チ･アシスタント 12 名、ティーチング･アシス

タント 11名を選考した。 

また、第一種特待生を 1名、第二種特待生を

3名選考した。 

(４)口腔医学を基盤とした知的人材養成 

口腔医学に沿って総合医学基本テーマを充

実させるため、引き続き医科科目の講義・実習

を必修科目として開講し、医科疾患の診断・治

療の臨床演習を実施した。 

(５)定員確保への取り組み 

 入学定員確保のため、本学研修医向けに大学

7



 

 

院説明会として、「大学院のすすめ」を計 3 回

実施したほか、本学研修歯科医に「大学院入学

ガイド」を配布し、本学大学院への進学を促進

した結果、令和 3年度は 9 名（定員 18 名）が

入学した。 

６）看護大学看護学部の教育 

(１)高度な看護実践能力の育成 

開学 5年目を迎え、4年間の教育評価として、

第１期生の臨地実習におけるポートフォリオ

の分析結果をもとに、ディプロマ・ポリシーの

達成を質的に確認した。また、ディプロマ・ポ

リシー達成度の可視化の意義を考える FD 研修

を教育支援・教学 IR 室が担当実施し、可視化

にあたっては、ディプロマ・ポリシーを意識し

た授業運営が必要であることについてグルー

プワークなどを通じて教員相互に確認し合っ

た。 

コロナ禍において令和 2年度の 1年次、3年

次臨地実習の学びを補完する事業として、今年

度事例課題の技術チェックを実施し、全体及び

個別にフィードバックを行った。 

口腔ケアに関する教育では、本学が発刊した

「看護で教える最新の口腔ケア」をテキストと

し、各専門分野で連携しながら教育を行った。 

教育計画では、令和 4年 4月からの新カリキ

ュラム開始に向けて、完成年次までの教育内容

を検討し、文部科学省に申請した。シラバスは、

学生目線の内容に重点を置くと共に、評価の方

法・基準を具体的に示すなど、新しい様式に変

更し、FD・自己点検評価推進委員会によるシラ

バス点検チェックを実施した。 

 教員の教育力向上に向けての取り組みとし

て、FD 研修では、遠隔授業導入による課題と

効果的な活用方法の検討を行い、コロナ禍にお

ける授業水準の向上に関する情報交換を行っ

た。 

(２)実習体制の整備 

大学と実習施設の連携に向け、「実習協議会」

はオンラインで開催し、「実習委員会」、「実習

指導者会議」を定期的に開催した。実習委員会

と学生支援委員会が連携し、新型コロナウイル

ス感染予防のガイドラインを含め大学の感染

予防対策を実習施設に提示し、臨地実習の調整

を行った。実習施設によって受入れ条件が異な

り、一部が学内実習となったが、模擬事例によ

るシミュレーション、ビデオ教材などの工夫で

実習目標が達成できるよう整備した。実習科目

によっては、実習施設等の協力を得て、オンラ

インを活用し臨地実習指導者等を招聘した実

習ができた。臨地実習終了後は、実習指導者会

議を実施し、その教育成果を実習施設にフィー

ドバックした。実習における課題解決に向けた

協議を行い、臨地実習を継続ができる取り組み

を行った。 

７）看護大学大学院の教育 

令和3年4月に大学院看護学研究科は開学し、

1 期生は定員の 5 名が入学した。また、令和 4

年度の入学試験も終了し、令和 4 年 4 月に 7

名が入学予定である。 

大学院研究科委員会を中心に、開学以降、内

規、学生便覧等を見直した。また、AC 教員審

査で看護特別研究の指導教員数を増やし、令和

5 年 3 月に大学院生が修了できるように教育、

運営している。 

８）医療短大の教育 

(１)高度かつ実践的教育 

実践的教育の充実に向けて学外実習先であ

る開業歯科医院数を 71 から 82 施設に増加し、

実施した。また、令和 3年度もコロナ禍での臨

床実習実施となったが、医科歯科総合病院の協

力のもと、感染防止に配慮しつつ無事に終了し

た。 

(２)専門分野のエキスパート養成 

令和3年度より2年次科目として実施してい

る介護職員初任者研修を介護福祉士実務者研

修に切り換え実施したが、選択者が少なく、資

格取得には繋がらなかった。その結果を踏まえ、

令和 4年度入学者から、口腔のみならず全身介

護の知識・技能を備えた歯科衛生士を養成すべ

く、再度、介護職員初任者研修修了資格を取得

できるカリキュラムに改正し、全員に資格取得

させるよう必修科目に変更した。 

専攻科においては、特例適用対象専攻科生

20 名が、専攻研究成果の要旨、成績評価の結

果を大学改革支援・学位授与機構へ報告し、学

士を取得した。特例適用対象外の認定専攻科生

4名については、大学改革支援・学位授与機構

に論文を送付し、同機構の筆記試験を受けて合

格し、学士を取得した。 

(３)将来像の検討 

歯科衛生学科では、教員の質向上を目指し、

教員の学位取得を奨励し、1名が博士後期課程

に在学している。また、令和 5年度からの男女

共学化を決定したほか、四年制大学化に向けて

の検討を継続している。 

９）教育の質の向上 

(１)福岡歯科大学 

学生支援の充実に関する FD(1回)、教員の資

質向上に関する FD(7回)、大学院及び研究の活

性化に関する FD(4回)を開催した。その他、FD

関連事業として、CBT 問題作成に関する FD ワ

ークショップを開催する等、教員の教育力向上
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に努めた。 

(２)福岡看護大学 

保健師助産師看護師カリキュラム改正の導

入を次年度に控え、カリキュラムの在り方とデ

ィプロマ・ポリシー達成評価に関する FD 研修

を計画的に実施し（2 回）、教育効果向上を目

指すシラバスを作成した。「コロナ禍における

遠隔講義導入による課題と効果的な講義方法」、

「合理的配慮が必要な学生の指導方法」、「国家

試験合格に向けたデータ分析」、「大学院教育開

始に伴うより実践的な倫理教育」、「ハラスメン

ト教育」など多岐に渡り FD 研修を実施し、教

員の教育能力の向上を図った。また、教職員が

一丸となって教育の向上に努めることを目指

し、「大学内部の質保証に関する FD 研修・SD

研修」を実施した。「口腔医学を取り入れた看

護教育研究に関する研修」を含め、年間 計 17

回の FD･SD を実施し（学園主催 FD･SD 含）、各

研修における成果を教育に活かしている。 

(３)福岡医療短期大学 

大学全体の教育改革がさらに加速すること

を目的に、教育・厚生補導・研究・管理運営と

いう 4 つの枠組みによる体系的な FD・SD を学

内で 3 件実施したほか、学園主催の各種 FD･

SD10 件に参加対象教職員が参加し、教育能

力・教育の質等の向上に努めた。 

(４)最優秀教育改善賞 

福岡歯科大学及び福岡医療短期大学では、教

員の意欲向上並びに教育の質向上及び改善を

図ることを目的に制定した「最優秀教育改善賞

要項」に基づき、令和 3年度についても教育活

動において顕著な成果を挙げ、他の教員の模範

となる教員を選出した。 

１０）国家試験 

(１)福岡歯科大学 

歯科医師国家試験合格に向けて、昨年同様、

卒業試験を9月から実施し、早期での学修の定

着を図った。7月後半からは、苦手分野を補う

ことを主な目的とした予備校による国家試験

対策講義を実施し、早期から国家試験対策を行

った。 

また、9月以降は、国家試験模擬試験の結果

を基に全国の正答率と乖離がある問題から苦

手分野の分析を行い、その内容を全教科での打

合せの会議において教員へフィードバックし、

第6学年の指導に活用した。 

その他、第6学年の自学自習の場を提供する

ために平日は正課の授業終了後から22時まで、

土日祝日は9時から18時まで自習室を開放し、

国家試験の対策を支援した。 

第115回国家試験には、60名が受験し、39名

が合格した。 

(２)福岡看護大学 

第1学年においてはグループ学習及び学習ノ

ート作成を通じて生理学・解剖学の知識定着を

図った。第2学年はサドンデス方式で模擬試験

を実施し必修問題の学修強化を図った。第3学

年では、国試問題集を演習・実習などで活用す

るなど看護実践との関連で知識強化を図った。

第4学年では、昨年度国試不合格者の成績分析

結果をFD/SD研修を通じて教職員全体で共有す

ると共に成績低迷者への対策を強化した。また、

今年度から新たに企画した模擬試験成績推移

表を毎試験後に提供して指導に活用した。 

第111回看護師国家試験は、104名が受験し、

103名が合格、合格率99.0%(全国平均96.5%)で

あった。第108回保健師国家試験は、新卒10名

が受験し、10名全員が合格し、合格率100%(全

国平均97.4%)であった。 

(３)福岡医療短期大学 

卒業試験・国家試験受験者全員の合格を目指

して、対策授業である口腔保健テーマ別講義や

補習を実施した結果、57 名全員が卒業試験に

合格し、卒業決定後も成績不振者に対しては、

国家試験までの期間、更なる学力向上へ向けて

個別指導等の学修支援を行った結果、第 31 回

歯科衛生士国家試験は、新卒受験者 57名中 55

名、既卒受験者 4名中 2名が合格し、新卒合格

率 96.5%、全体合格率 93.4%（全国合格率 95.6%）

であった。 

１）研究の質の向上 

(１)研究マネジメント体制の整備等 

福岡歯科大学･福岡看護大学･福岡医療短期

大学における研究活性化の一環として、引き続

き専任教員及び医員等を対象に、研究（研修）

テーマの取り組み･進捗状況をまとめ、所属長

を経て理事長に提出させ、理事長はこの報告書

をもとに学長とともに教授面談を行い、計画的

な研究の実施に向けて指導を行った。 

また、教育研究経費等として、福岡歯科大学

には学長重点配分経費 10,000 千円、病院長重

点配分経費 5,000千円、学術振興基金事業経費

18,500 千円を、福岡看護大学には学長重点配

分経費 2,000 千円、共同研究費 3,000 千円を、

福岡医療短期大学には学長重点配分経費

1,000千円、共同研究費 500 千円を配分した。 

令和 3年度の研究業績は、福岡歯科大学専任

２．研究の活性化 
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教員の総論文数（著書、総説、原著論文、症例

報告等）は 119 編（前年度 162 編）、うち欧文

は 76編であった。 

福岡看護大学の専任教員の総論文数（著書、

総説、原著論文、症例報告等）は 52 編（前年

度 85編）、うち欧文は 11編であった。 

福岡医療短期大学専任教員の総論文数（著書、

総説、原著論文、症例報告）は 39 編（前年度

24編）、うち欧文は 21編であった。（別表 1） 

２）研究ブランドの確立 

(１) 福岡歯科大学 

12月 10日に 3名の講師を招聘し、第 3回口

腔医学研究センターシンポジウムを開催し、学

内外から 41名が参加者した。 

(２) 福岡看護大学 

大学の研究ブランドの確立と定着を目指し

て、看護学・口腔医学共同研究ワーキンググル

ープを中心組織として「看護分野における口腔

ケア・口腔ケア教育」に関する臨床看護研究を

継続的に推進した。一連の成果は、日本看護科

学学会において、口腔ケアに関するテーマの交

流集会として４年連続で採択されたほか、昨年

度発足した「大学間連携看護口腔研究グルー

プ」に他大学の教員が参加するなど、ネットワ

ークを広げている。 

科学研究費助成事業（日本学術振興会）では、

令和 3年度の助成金保有率は、74.2％を達成し、

口腔関連の研究テーマでブランド力の獲得を

推進している。 

(３) 福岡医療短期大学 

私立大学研究ブランディング事業の継続事

業として地域の高齢者を対象とした「口腔・全

身機能の計測」を予定していたが、コロナ禍に

より中止とし、栄養状態の紙面調査のみを実施

した。また、事業時の研究を基に研究を継続し、

論文作成を進めるとともに、学長主導のもと、

福岡医療短期大学業績集を作成した。 

３）口腔医学研究センター 

本センターでは、先進的かつ独自性の高い研

究活動を一層推進・拡充し、ブランディング強

化を図るため、「常態系」、「病態系」、「再生系」、

「臨床歯学系」、「医学系」の 5つの口腔医学プ

ラットホーム（PF）を構築した。学園 3大学か

ら 33 名の研究者を選抜し、それぞれを適切な

PFに配した。各 PFでは口腔の健康は全身の健

康を守るという「口腔医学」のコンセプトに基

づいた共通目標のもと、独自の先駆的研究に取

り組むとともに相互の連携研究にも取り組ん

でいる。 

12月 10日に 3名の講師を招聘し、第 3回口

腔医学研究センターシンポジウムを開催した。

また令和 3 年の同センターを活用した業績の

取りまとめを行った。 

４）アニマルセンター 

令和 3年度の動物実験計画承認書の申請件数

は 18件で、動物種の導入はマウス（SPF含む）

が 3,397匹、ラットが 65匹、カエルが 49匹を

導入し、昨年度と比較して主にヌードラットや

カエル等の飼育頭数が増加し、研究活動の活性

化が見られた。また、アニマルセンター使用者

講習会は、更新者（4年毎）15名、新規登録者

18名が受講した。 

５）科学研究費助成事業の獲得 

科学研究費助成事業の獲得状況は、別表

2(歯科大学)、別表 3（看護大学）、別表 4(短期

大学)のとおり。歯科大学では令和 2 年度と比

して、採択件数 81件から 77件と 4件減となり、

採択金額は 21,150 千円減少した。看護大学で

は、採択件数 20 件から 24 件と 4 件増となり、

採択金額は 5,500千円増加した。短期大学では、

採択件数は 1件から 2件と 1件増となり、採択

金額は 4,900千円増となった。 

科研費獲得に向け、恒常的に研究助成金を獲

得している教員による FD 及び研究計画書のブ

ラッシュアップを実施するなど、全学的に外部

資金獲得マインドの向上を図っている。 

６）研究倫理の確立 

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点

から、集合形式の講演会は開催せず、9月～10

月に「公的研究費等にかかるコンプライアンス

教育講習会」及び「責任著者と共著者の責任に

ついて」のビデオ講演会を実施し、歯科大学、

看護大学、短期大学の教職員及び大学院生を含

み延べ 674名が受講した。また、6月に新規の

研究者を対象に「人を対象とする生命科学・医

学系研究に関する倫理指針」に基づき、「人を

対象とする研究の倫理および研究の実施に関

する講習会」を開催し、合計 81名が参加した。

なお、その後受講を希望した研究者及び大学院

生等へビデオ講習会を開催し、令和 3年度は計

110名が受講した。 

 

３．学生の支援等 
 

１）修学等の支援 

(１)修学支援システム及び主体的学習支援体

制の整備・充実 

① 助言教員制度･チューター制度の活用 
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歯科大学では、助言教員と学生とのコミュニ

ケーションの取り方及び学修指導方法等につ

いて協議し、特に指導が必要な学生に対しては

個別面談を適宜実施する等、学生に対する適切

な指導を行った。昨年に引き続き保護者に対し

て助言教員等が大学の取り組みや修学状況等

を説明する「学年説明会及び個別面談」を、感

染対策を徹底した上で 8月に 2回実施した。 

また、第 1学年の学生に対する学習支援制度

の一環として、助教によるサポーター制度を今

年度も実施し、低学年からの学習習慣の定着を

支援した。 

看護大学では、チューター教員による定期面

談を 4 月、7 月、3 月に実施した。新型コロナ

ウイルス感染症の影響があり精神的不調を訴

える学生が多く、保護者を交えた三者面談を含

め学生面談を繰り返すなど、学生の状況に応じ

た個別的支援を行った。また、学習意欲向上を

目指して、卒業生や看護師による研修会を開催

した。 

短期大学では、対人関係や成績不振に悩む学

生に対し、学年担任・助言教員制度を活用し、

きめ細やかなケアを行ったほか、本人や保護者

を含めた面談を適宜実施した。また、例年通り

学修ポートフォリオを活用し、学修指導等を行

った。 

② スチューデント･アシスタント(SA)制度の

活用 

歯科大学では、学生の勉学意欲の向上と苦手

意識、疑問などの解消を目指すことを目的とし

て例年 SA 制度を活用している。今年度は 4 学

年及び 6 学年を対象として実施を計画してい

たが、昨年度に引き続き、新型コロナウイルス

感染症の影響により 6 学年の実施のみにとど

まった。 

③ ティーチング･アシスタント(TA)制度の活

用 

歯科大学大学院では、TA の資質向上を目的

とした研修を昨年度同様 6月に実施し、学部学

生に対する教育改善・授業改善への貢献意欲を

高めた。 

 短期大学では、教育の活性化を目的とし、専

攻科生 12名を TAとして採用し、採用者は、指

導方法の研修を受講後、学科学生の学修支援

（課外学修）等を行った。 

④ 多様な学生に対応した将来の進路を含めた

指導の実施 

歯科大学では、コロナ禍によって通学できな

い状況下で、助言教員が学生に電話や WEBでの

面談を実施する等、学生が孤立しないための指

導を行い、特に指導が必要な学生には個別の面

談や相談を多数実施した。また、定期試験・追

再試験の期間終了後や年度末の時期を中心に、

学生の修学に関して学生や保護者から多く頂

く相談に、学生部長、学生部次長、助言教員が

個別に丁寧に対応した。 

看護大学では、将来の進路の多様性を知る機

会とするため、助産師や保健師の仕事内容、大

学院進学等についてのガイダンス、教員による

相談会、4年次生から下級生への就職・進学へ

の姿勢や学習方法等について、経験談を基に情

報伝達交流会を実施した（計 5 回）。就職支援

として、就職合同説明会を 11月 23日に実施し

た。 

短期大学では、成績不振学生や基礎実習の課

外学修希望学生に対する課外時間補習授業に

TA も活用し、実技試験対策ならびに国家試験

対策及び未取得科目の軽減を含め、学力・技能

向上に努めた。また、就職へのモチベーション

アップのため、開業歯科医院等に参加を依頼し、

就職ガイダンスを例年通り開催した。さらに、

専攻科生の希望就職先に対応すべく、総合病院

の就職先を開拓し、3名の就職が決定した。 

⑤ 修学支援の実施 

 看護大学では、新たに最新看護索引 Webを契

約し、コロナ禍にあっても学生が自宅から文献

検索が行えるよう環境を整えた。 

短期大学では、基礎実習の予習・復習に活用

できる e-learning 教材を蓄積し、学生の技能

向上を支援した。 

⑥ 講義録画システムの活用 

歯科大学では、私立学校施設整備費補助金の

助成を受け、口腔医学教育の推進事業として設

置されたマルチメディア装置を引き続き活用

し、授業内容を復習する等学生の自学自習を促

進した。 

⑦ 情報図書館蔵書情報の整備等 

昨年度に引き続き蔵書情報の整備の一環と

して、図書システムにより、学園全蔵書の 2

分の 1に当たる約 7万冊の 3大学の閲覧室所蔵

図書の点検整備を実施した。また、狭隘化した

歯科大学の書架のスペース確保と有効活用の

ため、歯科大学の医科系・看護系の一部の製本

和雑誌約 1,700 冊を看護大学に、医学系図書

43冊を短大に移管し整理をした。 

⑧ 電子図書収集 

いつでもどこでも閲覧できる電子図書を収

集するため、歯科大学・看護大学それぞれで図

書購入区分に新たに電子図書を追加し、歯科大

学では 48冊、看護大学では 11冊受け入れを行

った。 

(２)高校等との連携推進 

教育に係る交流・連携を図ることで、双方の

教育研究力の向上を目指し、同時に地域貢献や

課題解決を目的として、福岡歯科大学・福岡看

護大学・福岡医療短期大学と筑紫女学園高等学
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校との連携協定を締結した。今後、高大連携の

取り組みの実質化を図ることとしている。 

歯科大学では、出前講義やオープンキャンパ

スで教員の講義、歯科医師体験及び在学生との

交流等を通し、参加生徒に対応した。 

看護大学では、依頼のあった高校及び業者主

催の出張講義・進学ガイダンスに随時参加した。

オープンキャンパスについては新型コロナウ

イルス感染状況を考慮しながら 3回実施し、平

日対応の Zoom を利用したオンライン個別進路

相談を実施した。また、高校訪問については、

新型コロナウイルス感染状況を考慮しながら

2回実施した。 

短期大学では、看護大学と共同実施の高校教

員対象オープンキャンパスを今年度は 6 月と

10月の 2回実施し、併せて 28校の参加を得た。

また、オープンキャンパス時に専門教育に関連

する実習体験や在学生との懇談等により参加

した生徒の興味や疑問等に対応した。 

(３)文部科学省「高等教育の修学支援新制度

(高等教育無償化)」の対象校に選定 

 9月に、文部科学省が実施する意欲ある子ど

もたちの進学を支援するため、授業料・入学金

の免除または減額と、返還を要しない給付型奨

学金の大幅拡充による高等教育の修学支援制

度(高等教育無償化)の対象校として、歯科大学、

看護大学、短期大学の 3大学が引き続き選定さ

れた。 

(４)学生の経済支援の充実 

歯科大学では、学生共済会等と連携し、各種

奨学金周知とその申請手続きの支援を適宜実

施した。また、学業成績が特に優秀で品行方正

かつ健康な学生 27 名に対して、各種特待生制

度を実施した。また、今年度は文部科学省「学

生等の学びを継続するための緊急給付金」に

51 名の学生の申請を行ったほか、経済的に困

難な学生に対して適切に相談を受け、授業料減

免や学生納付金納付猶予等の支援を行った。 

看護大学では、昨年度に引き続き各種奨学金

の周知とその申請手続きの支援等を適宜実施

した。また、本学独自の看護職育成奨学金制度

の周知を行い、個別に学生相談を実施した。 

上記支援制度に加えて新型コロナウイルス

感染症の影響を踏まえ、文部科学省の学生等の

学びを継続するための緊急給付金について周

知し、対象者の推薦を行った。 

また、学業成績が特に優秀で品行方正かつ健

康な学生に対して実施する特待生制度につい

て、現行 4名（授業料半額免除）の推薦者数を

令和 4 年度入学者から 10 名に拡充（授業料全

額免除 1名、半額免除 4名、3割免除 5名）す

る見直しを行った。 

短期大学では、今年度も各種奨学金の案内及

び手続きの支援や経済的に困難な学生の相談

を受け、学生納付金納付猶予等の支援を適宜行

ったほか、学業成績が特に優秀で品行方正かつ

健康な学生に対して、特別奨学生制度を実施し

た。 

コロナ禍により経済的に困窮した学生への

文科省からの支援給付金等の案内を細目に周

知し、申請希望者の相談に対応した。また、昨

年度末閉学科となった保健福祉学科の学生後

援会の資金により、1年次教材費の一部を支援

するための「口腔介護支援基金」制度を制定し

た。 

(５)福岡歯科大学学生後援会・学生共済会・同

窓会との連携 

① 学生後援会は、令和元年度より新型コロナ

ウイルス感染症の影響で、年 2 回の理事会･評

議員会合同会議は書面での開催としていたが、

令和 3年度第 2回の理事会・評議員会合同会議

については対面と Zoom によるハイブリッドに

て開催した。支部懇談会についても、令和 4

年度は 3支部が開催見送りとし、開催未定の支

部もあるが、8支部で開催することが決定して

いる。 

② 学生共済会は、7 月及び 3 月に理事会・代

議員会合同会議を開催し、7月は前年度の事業

に関する決算等について審議を行った。また、

3月の同会議では、令和 3年度の事業報告と令

和 4 年度の学生支援等の事業計画及び予算を

決定した。また、令和 4年度予算において、50

周年記念講堂の緞帳費を学生共済会より助成

することが決定した。 

③ 同窓会については、毎年開催されていた同

窓会定時総会懇親会及び定例懇談会が昨年同

様新型コロナウイルス感染症の影響で中止と

なったほか、同窓生のご子息、ご息女対象オー

プンキャンパスも同様の理由で中止となった。 

(６)福岡看護大学学友会･学生後援会との連携 

看護大学では、学長、学生部長等が出席し、

10 月に福岡看護大学学友会総会を開催し、学

友会の役割と令和 3 年度予算案等について協

議した。 

10 月には、学長、学部長、学生部長等が出

席のもと、学生後援会理事会を開催し、特待生

制度及び看護職育成奨学金制度の見直し、新型

コロナウイルス感染症の影響によるオープン

キャンパスの延期、体育祭・学生ボランティ

ア・部活動等の中止のほか、学生の支援のため

に実施する諸事業について報告し、令和 3年度

予算の修正等について協議した。また、2月に

も同理事会を開催し、令和 3年度決算及び令和

4年度予算等について協議した。 

(７)福岡医療短期大学学友会・学生後援会との
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連携 

 短期大学では、学長、学科長等が出席し、7

月に福岡医療短期大学学友会総会を開催し、学

友会の事業計画と役割、令和 2年度決算案・令

和 3年度予算案等について協議した。 

 学生後援会は、新型コロナウイルス感染症の

影響で、理事会等の会議については、書面での

開催とした。 

２）学生の受け入れ 

(１)学生募集活動の強化と多様な選抜方法の

策定 

歯科大学では、入試広報について、入試委員

会を中心に検討のうえ、SNS等を活用した広報

活動の強化を行った。指定校については、昨年

より 111校増やし 178校とした。 

口腔歯学部の志願者数は 140名で、入学者数

は 67名、大学院は 12名であった。 

看護大学では、入試委員会を中心に学生募集

のあり方を検討し、九州内で実施された進学説

明会への参加（オンライン開催を含め 17 回）

を行った。なお、全教員による高校訪問につい

ては、新型コロナウイルス感染状況を考慮しな

がら 2回実施した。指定校については、昨年度

の入試結果等を踏まえ、昨年より 15 校増やし

67校とした。 

また、学生募集については、本学の特色であ

る口腔医学を取り入れた新しい看護学や

well-being の考え方について高校生や教員、

保護者に説明した。志願者数は昨年比 25％増

の 451 名、競争倍率は昨年同様 1.7 倍となり、

104名(募集定員 100名)が入学した。また、大

学院には 7名が入学した。 

 短期大学では、学長が設置した入学者倍増計

画に基づく各部会により多種多様な学生募集

活動を展開、リニューアルしたホームページや

SNS 等の広報活動も強化し受験生確保に努め

たが、定員 80名に対し入学者 70名となり、定

員充足には及ばなかったが、昨年度より 10 名

増加した。専攻科は、定員 20 名を上回り、学

外入学者4名を含む21名の入学者を確保した。 

(２)入学者選抜に関する広報機能の充実等 

歯科大、看護大、短大の大学案内パンフレッ

トの掲載情報を集約した学園 3 大学合同パン

フレットを作成し、入学者選抜の広報ツールと

して活用した。 

また、歯科大学では、学生募集に繋がるエリ

ア、ターゲットを定め、スマートフォンのアプ

リや SNS(LINE)に表示される広告を用いてオ

ープンキャンパスや入学者選抜情報を配信し

たほか、短期大学ホームページについては、ユ

ーザビリティ向上及び受験生獲得コンテンツ

の整理等をしたホームページにリニューアル

した。 

３）介護福祉士実務者学校（通信課程） 

短期大学では、10 月期に 5 名が入学し、令

和4年6月まで通信課程とスクーリング講義を

実施する予定である。また、今年度から 2年次

選択必修科目「介護研修Ⅰ～Ⅴ」として在学生

を対象として開講したが、選択者数の状況等を

勘案し、本科目は令和 4年度 2年次までの開講

とすることを決定した。 

 

１）地域連携センター 

地域連携センターは、地域団体との連絡調整

を行って本学園全体の地域貢献の取り組みを

支援してきた。日本経済新聞社により、全国

761 の国公私立大学を対象として 7～9 月に実

施された「地域貢献度調査」において、福岡歯

科大学は全国で 222位、単科歯科大学としては

最高位の評価を受けた。令和 2年度以降は、新

型コロナウイルス感染症拡大防止のために対

面で行ってきた活動をほとんど自粛・休止する

こととなり、超高齢社会における大学の地域貢

献のモデルづくりの模索を新たに課題に加え

た。 

(１)社会貢献活動における連携団体 

① 福岡学園の所属する田村校区自治協議会及

び社会福祉協議会との連携活動として、地域カ

フェ「かふぇもりのいえ」を公民館、学園関連

施設において毎月１回開催し、参加者に対して

「介護予防」、「子育て支援」などの健康情報の

提供や、歯科無料相談、介護無料相談、内視鏡

医療相談を実施してきたが、新型コロナウイル

ス感染拡大のため、令和 2年 3月以降引き続き

開催を見合わせている。また、地域と学園教職

員・学生との人的交流の機会であった、田村自

治協議会主催の夏祭り・運動会、ならびに本学

園の学園祭も昨年度に引き続き中止となった。 

② UR 九州支社との包括連携協定に基づいて、

星の原団地自治会との連携のもとでの地域カ

フェ、子ども食堂への学生ボランティア参加支

援、団地住民向け健康講座（UR Community 

College星の原校）も昨年度に引き続き中止し

た。 

③ 野芥校区自治協議会・早良区社会福祉協議

会・福岡未来創造プラットフォームとの連携の

もとでの同校区子ども食堂への歯科大学なら

びに看護大学の学生ボランティア派遣も昨年

４．社会との連携・貢献 
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度に引き続き中止したが、福岡市西部地区五大

学連携および福岡未来創造プラットフォーム

共同開催参画大学の学生派遣の連絡調整は今

年度も行った。 

④ 早良区地域保健福祉課ならびに福岡市歯科

医師会早良支部との学官民連携に基づいて、早

良区のアクティブシニア世代に対するオーラ

ルフレイル予防事業を立ち上げ、福岡県歯科衛

生士会とも連携し、コロナ禍でのオーラルフレ

イル予防を念頭においた案内を昨年度に引き

続き配布した。 

⑤ 早良区地域保健福祉課主催の年次恒例健康

イベント、福岡市歯科医師会、糸島市歯科医師

会主催の、「福岡市民の健康を歯と口から守る

集い」、「糸島市民の歯の健康のつどい」、「早良

区健康まつり」は昨年度に引き続き中止となり、

医科歯科総合病院歯科医師・歯科衛生士の派遣

を通じた社会貢献はできなかった。 

⑥ 福岡未来創造プラットフォーム実施の中村

学園大学栄養科学部大学院生の歯科大学施設

利用臨地実習を実施した。 

⑦ 医療関係職の職業教育ならびに養成課程に

関する教育の支援について、近隣の公立中学校

等からの生徒受け入れを昨年度に引き続き中

止した。 

(２)地域住民向け健康教育等の公開講座開催 

① 短期大学公開講座「伸ばそう健康寿命！」

は、感染防止に留意し、来学受講者を制限して

10月 29日（日）にハイブリッド形式で開催し、

来学 28 名、オンライン 23 名計 51 名が受講し

た。福岡歯科大学公開講座（医科歯科総合病院

健康講座）、看護大学公開講座はいずれも中止

した。 

② 出前講座は、開催を中止した（一昨年度 48

回実施、1,196名受講、昨年度 1件試験実施）。 

③ UR星の原団地では、健康調査を実施した。 

④ 超高齢過疎地区（早良区板屋地区）におけ

る住民健康診断は、実施主体を訪問歯科センタ

ーに移して実施し、結果報告ならびに健康相談

を行った。 

⑤ 大学連携（七隈線沿線三大学合同シンポジ

ウム、福岡未来創造プラットフォーム）事業と

して行われてきた、中村学園大学栄養クリニッ

ク健康フェスティバルなどの対面イベントは

すべて延期・中止された。一方、リカレント教

育プログラム「子どもの貧困を科学する」は今

年度もオンライン授業の企画実施に参画した。 

(３)医療介護従事者向け生涯研修・リカレント

教育講座開催 

① 医科歯科総合病院では、「連携の会」を 1

回開催し、近隣の医療介護従事者を対象とした

多職種入り混じりのリカレント教育の場を設

けた。また、臨床研修医対象に開講している臨

床セミナーを公開セミナーとしていたが、本年

度はコロナウイルス感染症拡大防止の観点か

ら非公開とした。 

② 歯科大学では、大学院特別講義を口腔医学

専攻の大学院生のみならず広く教職員等に公

開した。また、同窓生や開業歯科医師等を対象

とした生涯研修やセミナー等を開催し、口腔医

療を実践できる人材の育成と最新の医療情報

の発信に努めた。令和 3年度は新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止の観点から、参加上限数及

び開催プログラム数を削減したものの、5プロ

グラム（「摂食嚥下リハビリテーションに役立

つ知識」、「歯周組織再生療法セミナー」、「スケ

ーリング・ルートプレーニングセミナー」、「睡

眠時無呼吸マウスピース治療実践セミナー」、

「口腔インプラント初級講習会」）を開催し、

68名が参加した。 

③ 短期大学では、リカレント教育として文部

科学省の委託を受け、平成 21・22 年度に実施

した「歯科衛生士の口腔機能向上スキルアップ

講座」の経験を踏まえ、令和 3年度は特別編と

して新人歯科衛生士を対象とし、「歯周治療の

メンテナンスに強くなろう！」をテーマに感染

防止に留意し、来学受講者を制限して、3月 13

日（日）にハイブリッド形式で開催し、来学

10名、オンライン 3名計 13名が受講した。 

２）医科歯科総合病院 

(１)患者数等 

万全な新型コロナウイルス感染症対策を実

施したうえで診療を行った結果、歯科、医科と

も診療稼働額が伸びた。 

外来患者は、 

歯科 119,846人［470.91人/日］ 

医科  59,349人［233.20人/日］ 

外来計 179,195人［704.11人/日］ 

（前年度 146,705人［567.74人/日］） 

入院患者は、 

歯科   4,412人［12.09人/日］ 

医科   8,422人［23.07人/日］ 

入院計 12,834人［35.16人/日］ 

（前年度 10,010人［27.42人/日］） 

医療収入は、2,167,370千円 

（前年度 1,625,804千円） 

であった。 

(２)安全で良質な医療の提供 

① 医療事故防止のための相互チェック受審 

病院機能の質の向上を目的とし、オンライン

で実施された「医療事故防止のための相互チェ

ック」に参加し、改善が必要な事項を確認した。 

② 健診センターの業務拡大 

福岡県歯科医師国保組合の被保険者を対象

とした健康診断の健診実施医療機関として登
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録し令和 3年 4月 1日から受け入れを開始した。 

協会けんぽの被保険者、被扶養者の健診を、

令和 4年 4月から開始する。 

健診の質の向上を目的とした、セミナー、多

職種連携勉強会を昨年度に引き続き開催した。 

③ 新型コロナウイルス感染症対策 

 年度当初に発熱外来棟を設置し、感染対策を

強化した。 

 病院エントランスでの手指消毒、検温、マス

ク着用を確認し、発熱及び体調の異常を訴える

患者は、パーテーションで区切ったトリアージ

待合での問診の後、必要があれば発熱外来棟で

診察を行い、感染の疑いがある患者と他の患者

との導線を区分した。 

また、ICTメンバーによる院内ラウンドで判

明した手洗い場、歯磨きコーナー等における感

染のリスクに逐次対応している。 

(３)病院管理体制の強化 

① 病院経営戦略会議の活動 

令和 2 年 10 月に病院経営戦略委員会を設置

し、病院全体、医科部門、歯科部門の目標再設

定と具体的活動案を検討し、病院の方針案をま

とめ各診療科に提示した。 

各診療科は、病院の方針に沿って目標の再設

定を行い、目標を達成するための外来患者、入

院患者、手術、診療単価等の増加方策等に取り

組んだ結果、令和 3年度の診療稼働額は大きく

向上した。 

理事長、病院経営戦略委員会による診療科ヒ

アリングを令和 4年 1 月 24 日から 3月 7日ま

で実施し、診療科からの提案を聴取し、意見交

換を行い、各診療科の今後の目標及び活動を確

認した。実施可能な事項はすぐに実行に移し、

病院運営の改善を図っている。 

② 災害対策 

令和 2 年度に策定した福岡学園病院地区隊 

災害対策マニュアル、災害対策アクションカー

ドにより、災害実地訓練を令和 3年 5月に開催

した。 

(４) 地域への貢献 

① 病診連携 

地域医療機関との連携強化を目的として「連

携の会」を開催し、4月に新設した放射線診断

科および小児口腔外傷センター、摂食嚥下・言

語センターの取り組みを紹介した。 

近隣医療機関より 30 名の出席があり、本院

と地域医療機関との連携の強化を図ることが

できた。 

② 福岡県済生会福岡総合病院との連携 

済生会病院入院患者に対し周術期等口腔機

能管理を継続実施した。また、毎月１回の小呂

島離島診療に参加し島民の健康管理に寄与し

た。 

③ 地域医療機関、施設への訪問歯科診療の実

施 

医療および教育等の分野で相互に協力し、地

域医療の発展、診療の充実および人材の育成に

寄与することを目的として、市内 10 医療機

関・施設に口腔ケアを中心とした訪問診療を実

施した。 

(５)歯科医師臨床研修 

令和 3年度歯科医師臨床研修は、新型コロナ

の影響で代替研修に置き換わった研修もあっ

たが、研修歯科医 49 名全員（複合型研修プロ

グラム 29名、単独型研修プログラム 20名）に

対し、令和 4年 3月 25日に修了証を授与した。 

(６)人材育成 

新人看護師対象の研修プログラムを立案し、

院内研修、福岡県看護協会のオンデマンド研修

と他部署へのローテーション研修を実施した。 

プリセプターシップを導入し、先輩看護師が

新人看護師をマンツーマン指導により教育支

援を行った。新卒看護師は、計画に沿って看護

実践能力の向上と業務拡大が図れており、一部

指導を受けながらも１人での看護実践が可能

となった。 

また、e－ラーニングを活用し、全看護師対

象の院内研修会を開催し、看護業務の能力向上

を図った。 

『福岡歯科大学医科歯科総合病院における

採血および静脈注射のガイドライン』に沿って、

静脈注射認定看護師（IV ナース）教育プログ

ラムを立案・実施し、対象者 46 名全員が IV

ナースに認定された。 

３）口腔医療センター 

(１)患者数等 

開院から 10 年目を迎え、専任歯科医師 10

名、歯科衛生士 11 名の体制で患者数の増を目

標としたが、新型コロナウイルスの影響もあり

年間患者総数は 26,570 人、1 日あたりの患者

数は 111.2人と目標には達しなかった。 

また、医療収入は 258,207千円となった。診

療単価（9,717.9 円）は目標値（9,503.8 円）

をクリアした。 

(２)実習・研修施設としての活用 

昨年度に引き続き臨床研修歯科医複合型プ

ログラム前期 5名、後期 4名、単独型プログラ

ム 20 名、福岡医療短期大学専攻科の臨床実地

生及び 3年次の臨床実習生を受け入れ、実習・

研修施設としての役割を果たした。 

(３)セミナー室の活用 

博多駅前という立地条件を生かし、同窓生

や開業歯科医師等を対象とした大学主催の生

涯研修の開催場所としてセミナー室を活用し

た。大学共催の生涯研修として、昨年度に引
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き続き実施した。 

今年度は新型コロナウイルス感染流行の影

響で人員を縮小しての実施となり、歯科医

師・歯科衛生士を対象とした「スケーリング・

ルートプレーニングセミナー」（11月 27日開

催 参加者：15 名）、歯科医師を対象とした

「睡眠時無呼吸症候群マウスピース治療実践

セミナー」(1 月 29 日開催 参加者：12 名）

となった。

(４)理事長ヒアリングによる経営改善への取

り組み

① 患者増対策

ⅰ）4月より土曜診療を休診し、平日の診療の

充実を図った。 

ⅱ）予約枠を基本 45 分とし、1 日当たりの患

者数の目標値 124人と設定したが、111.2人

と目標には達成しなかった。 

② 診療単価増対策

福岡市歯科医師会へ加入し、訪問歯科センタ

ーとの連携を行い「かかりつけ歯科医機能強化

型歯科診療所（か強診）」の施設基準の申請を

行った。 

③ 物流管理の改善

物流管理システム（SPD）を 10月より導入

し、物品の定数配置を行い、効率的な医療材料

の管理を行った。 

(５)10周年記念報告会

令和 3年 12 月 14 日に開院から丸 10 年が経

過し、令和 4 年 2月 26 日に記念報告会を開催

した。新型コロナウイルス感染流行期というこ

とで、参加人数の制限やアクリル板の設置等、

感染対策に配慮しての実施となった。 

４）介護老人保健施設

(１)利用者数

施設の独立した採算を目指して、令和 3年度

は施設活性化検討委員会を 8回開催し、利用者

増、業務改善を図った。令和 3年度は新型コロ

ナウイルスの感染拡大防止のため、入所につい

ては8月から9月まで在宅からの新規入所者の

受け入れを一時停止し、通所については、1日

の利用人数を 30人以下に抑え、密を回避した。

1月には通所職員にコロナ陽性者が 1名でたた

め、7日間の営業を停止した。その結果、令和

3 年度入所 1 日平均は 69.9 人（令和 2 年度：

71.4 人）で、前年度比 1.5 人減、通所利用者

は、令和 3年度 1 日平均は 22.7 人（令和 2年

度：22.7人）で、前年度比±0人となった。な

お、9月 1日付けで歯科大病院の言語聴覚士が

配置され、入所者 18人、通所利用者 13人の嚥

下評価を実施し、利用者へのアピールに貢献し

ている。

サンシャインシティ施設利用者数等は表 9 の

とおり。 

表 9 サンシャインシティ施設利用者数等 
利用者

(定員) 

年間利用 

延数(人) 

稼働率

(％) 
対前年比 

１日当平均

(人) 

入所者

(85人) 
25,530 82.3 1.6％減 69.9 

通 所

(40人) 
6,539 56.7 ±0％ 22.7 

(２)教育・実習施設としての活用

福岡看護大学第 3 学年の実習は新型コロナ

ウイルスの感染拡大防止のため、施設からの事

例提供による看護大学での実習とし、12 グル

ープ 102人が実習を行った。また、福岡大学看

護学科は計 11 人、中村学園大学大学院生は 5

人の実習を行った。

(３)新型コロナウイルス感染対策

新型コロナウイルス感染対策として、福岡市

の新規感染者数、緊急事態宣言等の発出の有無

により家族の面会を全面禁止や玄関ホールで

のアクリル板越しの面会、iPADを利用した WEB

面会で対応した。また、令和 2年度に引き続き

通所利用者の送迎時の検温、施設内の消毒、職

員の健康管理等を徹底して感染防止に努めた。 

(４)介護報酬改定

令和 3 年度に介護報酬改定があり、10 月か

ら厚労省が導入した科学的介護情報システム

（LIFE）へのデータ提出を開始し、新規加算を

取得した。また、在宅復帰・在宅療養支援機能

に対する評価ポイントの改正については言語

聴覚士を非常勤で配置し、リハビリ職員配置割

合のポイントを維持した。 

５）社会連携

(１)大学連携事業

① 「地下鉄七隈線沿線三大学連絡協議会」（中

村学園大学、福岡大学、福岡歯科大学）におい

ては、昨年度に引き続き三大学の特色を生かし

た教養系共同開講授業科目「食と栄養と健康～

加齢による心身の衰え（フレイル）を防ぐため

に～食と栄養から考える～～」を開講したが、

コロナ禍で感染拡大防止を念頭にオンライン

講義となった。

また、地域の健康づくりや疾病予防等を通じ

て地域社会に貢献してきた 4 月の一般市民参

加のウォーキングイベントは中止、10 月の合

同シンポジウムは延期となった。 

② 「西部地区五大学連携懇話会」（九州大学、

西南学院大学、中村学園大学、福岡大学、福岡

歯科大学）においては、引き続き単位互換科目

を設定するとともに、五大学共同開講授業科目

「博多学」を開講し、現地見学授業の一部はオ

ンライン代替授業として実施し、新型コロナウ

イルス感染拡大防止と学生の修学の機会を損
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なわないことの両立を図った。また、職員研修

の相互開放を実施した。 

③ 「福岡未来創造プラットフォーム」 

 5つの WGのうち、関連する WGに参画し、各

種取り組みを実施した。 

(２)地域包括ケアシステムの構築支援 

地方自治体、医療・介護・福祉団体及び地域

での多職種連携を基盤とした地域包括ケアシ

ステムの構築のため、下記のような支援を行った。 

① 福岡市歯科口腔保健推進協議会・福岡市歯

科口腔保健推進アクションプラン（仮）検討

WGへの教員派遣 

令和 2 年度に協議会内でワーキンググルー

プ（福岡市歯科口腔保健推進アクションプラン

（仮）検討 WG）を立ち上げ、ふくおか 100 認

定事業として福岡市民の口腔保健を推進する

事業の創出について 3 回のオンライン協議を

継続した。 

② 早良区地域保健福祉課・福岡市歯科医師会

早良支部・福岡県歯科衛生士会との学官民連携

による早良区高齢者オーラルフレイル予防事

業の拡大 

事業 4年目にあたり、早良区の全公民館（小

学校区）でオーラルフレイル予防事業を展開す

る事業計画であったが、新型コロナウイルス感

染拡大防止のために実施を延期した。なお、同

事業について、早良区地域保健福祉課、早良区

歯科医師会等と協力して作成したパンフレッ

トの配布を継続した。 

③ 医科歯科総合病院及び口腔医療センター通

院圏域の公民館・自治会からの要請に基づく出

前講座、「かふぇもりのいえ」・「星の原カフェ・

やすらぎ食堂」・「野芥校区学習支援活動」への

ボランティア学生派遣による開催支援につい

ては、新型コロナウイルス感染拡大防止のため

に昨年度に引き続き全面休止した。 

６）国際連携 

(１)大学間交流等 

① 福岡歯科大学 

令和元年12月から世界的に流行が始まった

「新型コロナウイルス感染症」の影響により、

令和2年度に引き続き、令和3年度の姉妹校との

交流も全て中止となった。 

② 福岡看護大学 

リバプール大学（イギリス）との相互交流を

目指し、検討を継続している。 

③ 福岡医療短期大学 

姉妹校協定を結んでいた東釜山大学が廃校

となったため、今後の交流先について検討を続

けている。 

(２)海外研修派遣 

令和元年 12 月から世界的に流行が始まった

「新型コロナウイルス感染症」により、海外渡

航が制限され、令和 3年度における教員及び大

学院生の海外研修派遣は実施できなかった。 

 

１）教育･研究組織等の活性化 

(１)福岡看護大学専任教員採用等設置計画変

更及び設置計画履行状況等調査結果 

福岡看護大学専任教員採用等設置計画変更

（AC教員審査）に大学院准教授（学部における

職位は教授）1名を諮り、大学院教授の職位適

格の判定を受けた。次に、教授１名が大学院の

教授の職位適格、Ｍマル合、准教授１名が大学

院准教授の職位適格、Ｍマル合の判定を受けた。

また、大学院講義科目のみ担当している、Ｍ可

の教授１名を、研究指導科目について審査に諮

り、Ｍマル合の判定を受けた。さらに、Ｍ合の

大学院教授１名及び准教授１名がＭマル合の

判定を受けた。 

令和3年度文部科学省による大学院設置にか

かる設置計画履行状況等調査の結果、指摘事項

は付されなかった。 

大学等設置に係る寄附行為（変更）認可後の

財政状況及び施設等整備状況調査（令和3年度）

結果については、指摘事項（改善）として「福

岡医療短期大学歯科衛生学科の今後の定員充

足の在り方について検討し、定員未充足の改善

に取り組むこと。」が付された。短大歯科衛生

学科については、令和4年度入学者が前年度よ

り増加しているため、改善傾向にある。 

(２)社会の変化に柔軟に対応出来る教育研究

組織の構築 

病院の将来的な構想等を踏まえて、10 月 1

日付で訪問歯科センターの教員定数を 3 名か

ら 4名に、全身画像診断学分野の名称を「放射

線診断学分野」に変更した。また、令和 4年 4

月から病院に呼吸器科を設けることに伴い、11

月 16 日付で内科学分野の定数を教授 2、准教

授 1、講師 1、助教 2へと変更した。 

(３)効率的な事務組織の構築 

4月 1日付で総務課･施設課･アニマルセンタ

ーの 3部署を、総務課及び教育研究支援課の 2

部署に改組した。 

２）人事制度の充実と人材確保 

(１)柔軟で多様な人事制度の構築 

① 任期制教員の再任 

任期満了となる教員（歯科大学：教授 6 名、

准教授 1名、講師 4名、助教 7名）（短期大学：

５．組織運営及び財務強化･施設整備 
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教授 1名、講師 3名）の再任について、審議の

結果、申請者全員を再任した。 

(２)大学運営の活性化と人材育成等 

① 人事考課システムの効率化と効果的活用 

教員にかかる人事考課マニュアルの改正を

行い、提出書類の簡略化を行った。また、事務

局管理職を対象に、人事考課の平準化を目的と

して考課者研修を行った。 

② 人材育成 

「新型コロナウイルス感染症」の影響により、

学外主催の研修への参加が困難となったが、オ

ンライン開催の能力向上セミナー等に事務職

員が 19 名参加した。（別表 5）学内では、8 月

に教育研究活動等の適切かつ効果的な運営を

図ることを目的とする SD「学生の多様性

（LGBT)について」を、9 月に「歯科医師国家

試験合格に向けた低学年の教育サポート体制

について」を行った。（別表 6）また、西部地

区五大学連携懇話会の職員研修「ビジネスマナ

ー基礎研修」や福岡未来創造プラットフォーム

主催「ICTを用いた同時双方向型の遠隔授業に

関する SD 研修」等、他大学と連携した研修に

事務職員 9名が参加した。（別表 7） 

③ 有能な人材確保に向けた募集内容の変更 

事務職員募集に際して、写真等を用いた魅力

ある内容に改編するとともに、近隣大学就職課

等への募集依頼を行った。 

(３)役員、監事、顧問、学長、役職教員の選任

等 

① 役員等の選任 

ア）阿南壽氏の令和 4 年 3 月 31日 2号理事退

任に伴い、後任に坂上竜資氏を選任することが

第 175回評議員会(令和 4年 3月開催)において

決定。任期は、令和 4 年 4 月 1 日から令和 5

年 8月 2日まで。 

イ）川野庸一氏の令和 4年 3 月 31 日評議員辞

任に伴い、後任に古村南夫氏を選任することが

第 571回理事会（令和 4年 2月開催）において

決定。任期は、令和 4 年 4 月 1 日から令和 5

年 8月 2日まで。 

ウ）令和 4 年 3 月 31日顧問（弁護士）の任期

満了に伴い、木下明氏を再任することが第 571

回理事会（令和 4 年 2 月開催）において決定。

任期は令和 4年 4月 1日から 3年間。 

エ）第 571回理事会（令和 4年 2月開催）にお

いて、病院の管理運営の指導及び助言等を担当

する病院顧問（常勤）として阿南壽氏に委嘱す

ることを決定。任期は令和 4年 4月 1日から 1

年間。 

オ）第 571回理事会（令和 4年 2月開催）にお

いて、福岡学園の情報環境整備の指導及び助言

等を担当する情報顧問（非常勤）として藤村直

美氏に委嘱することを決定。任期は令和 4年 4

月 1日から 1年間。 

② 役職教員等の選任  

ア）第 571回理事会（令和 4年 2月開催）にお

いて、令和 4年 4月 1日付けで病院長に坂上竜

資氏（歯周病学分野・教授）、情報図書館長に

大星博明氏（内科学分野・教授）、社会医歯学

部門長に壬生正博氏（言語情報学分野・教授）、

を選任。任期は、令和 5年 3月 31日まで。 

イ）令和 4 年 3 月 31日付けで任期が満了する

副病院長について、令和 4年 4月 1日付けで古

村南夫氏（皮膚科学分野・教授）を選任、樋口

勝規氏、中畑高子氏（ともに客員教授）、都築

尊氏（有床義歯学分野・教授）を再任すること

を第 571回理事会（令和 4年 2月開催）におい

て決定した。任期は、樋口勝規氏及び中畑高子

氏（令和 5年 3月 31日まで）を除き令和 6 年

3月 31日まで。 

ウ）令和 4 年 3 月 31日付けで任期が満了する

口腔医療センター長、口腔医学研究センター長、

アニマルセンター副長について、令和 4 年 4

月 1 日付けで口腔医療センター長に泉利雄氏

（口腔医療センター・教授）、口腔医学研究セ

ンター長に平田雅人氏を再任、アニマルセンタ

ー副長に吉永泰周氏（歯周病学分野・准教授）

を選任することを第 716回常任役員会（令和 4

年 1月開催）において決定した。任期は、平田

雅人氏（令和 5 年 3 月 31日まで）を除き令和

6年 3月 31日まで。 

エ）第 571回理事会（令和 4年 2月開催）にお

いて、令和 4 年 4 月 1 日付けで看護大学の基

礎・基礎看護部門長に晴佐久悟氏（基礎・専門

基礎分野・教授）、地域・在宅看護部門長に宮

園真美氏（地域・在宅看護部門・教授）、教育

支援･教学 IR 室長に大久保つや子氏（客員教

授）を選任。任期は、令和 5年 3月 31日まで。 

オ）第 571回理事会（令和 4年 2月開催）にお

いて、令和 4年 4月 1日付けで福岡医療短期大

学の歯科衛生学科長に松尾忠行氏（歯科衛生学

科・教授）を選任。任期は、令和 5 年 3 月 31

日まで。 

カ）第 572理事会（令和 4年 3月開催）におい

て、令和 4年 3月で任期満了となる介護老人保

健施設、中島與志行施設長の後任に、松元幸一

郎氏を選任した。 

３）評価システムの充実 

(１)福岡歯科大学 

昨年度受審した大学基準協会の認証評価に

おける結果に基づき実施した改善等について、

「福岡歯科大学 点検・評価報告書 ‛20 改

善報告書」を作成し、ホームページで学内外に

公開した。 

(２）福岡看護大学 
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令和 4 年度の大学基準協会による認証評価

受審にかかる対応として、7月に「福岡看護大

学の各種方針等」として、「内部質保証の方針、

体制及び手続」等を制定した。また、学長が委

員長を務める自己点検・評価委員会が中心とな

って「福岡看護大学 点検・評価報告書」を作

成した。その他、2017年度から 2020年度まで

の 4 年間に渡る各種委員会の活動実績、およ

び教育・研究、地域貢献や大学運営などにおい

て積み上げてきた実績等を明らかにするとと

もに、大学基準協会が定める 10 の評価基準に

準拠した自己点検・評価の項目を用いて、これ

ら実績に対して行った評価、明らかになった課

題や今後の展望についても報告するため「福岡

看護大学《現状と課題》―開学から完成年度を

迎えて―2017 年度～2020 年度」を 8月に発行

し、ホームページで公開している。 

(３)福岡医療短期大学 

6月に大学・短期大学基準協会へ自己点検・

評価報告書等を提出し、9月にオンラインにて

認証評価を受審し、3 月 11 日付で同協会から

「短大基準に適合している」との評価結果およ

び適格認定証を受領した。 

４）情報公開の充実 

(１)情報公開等の推進 

① 大学ポートレートに参画するとともに、更

新を継続して行った。 

② 財務情報については、7 月発行の学園広報

誌に前年度決算概要を掲載、学園ホームページ

で概要に加え財務諸表及び関連データを公開

した。 

５）危機管理体制の強化 

(１)情報化組織及び管理体制の整備・充実 

 学内情報基盤の重要な機器である学内 LAN

の基幹スイッチと無線 LAN 関連機器が令和 4

年度に保守期限を迎えるため、学内 LANの現状

を調査し、最適な基幹スイッチと無線 LAN機器

を選定した。 

(２)学校法人危機管理規程の制定及び防火防

災管理規程の改正 

昨年度制改正した危機管理規程及び防火防

災管理規程に基づき策定した各地区隊の「災害

対策マニュアル」を教職員へ配布した。 

(３)医科歯科病院の災害時危機管理対策 

 災害対策マニュアル、アクションカードを見

直し、5月 26日に災害対応訓練を実施した。 

(４)内部監査 

令和 3年度内部監査計画に基づき、福岡歯科

大学等 3 大学における「研究データの保存･管

理」、「学生後援会の業務（事業）」、「公的研究

費及び学内研究費（受託研究費を含む）の会計

処理」のほか、病院における「医療情報システ

ムにかかる管理運営」等の適切性等に関する監

査を行い、必要に応じて指摘・要請等を行った。 

６）財政基盤の強化 

(１)外部資金獲得 

① 福岡歯科大学 

私立大学等改革総合支援事業のタイプ 1

（「『Society5.0』の実現等に向けた特色ある教

育の展開」）に選定され、経常費補助金の増額

補助（一般補助：11,179千円、特別補助：6,300

千円）を受けた。その他、口腔医学研究センタ

ー設置のフローサイトメーター整備費として、

私立大学等研究設備整備費等補助金 8,103 千

円の助成を受けた。また、奨学寄付金 23 件

（12,979千円）、受託研究 4件（71,388千円）

を受け入れた。 

② 福岡看護大学 

 ウィズコロナ時代の新たな医療に対応でき

る医療人材養成事業費として、9,861千円の助

成を受けた。また、受託研究 3件（3,490千円）

を受け入れた。 

③ 福岡医療短期大学 

マルチメディアを活用した臨床実習に即応

するアクティブラーニング実習環境整備費と

して、私立学校施設整備費補助金 40,000 千円

の助成を受けた。また、奨学寄付金 1件（2,000

千円）を受け入れた。 

(２)寄付金の受入れ 

学園ホームページで卒業生、保護者を含む広

く一般の方々への寄付金募集を行い、3月末ま

での個人寄付は、7件、1,050千円となった。 

個人寄付内訳(寄付目的別※50 周年記念募

金は別掲)は表 10のとおり。 

表 10 個人寄付内訳(寄付目的別) （単位：千円） 

区 分 歯科大 短大 病院 計 

教育研究活動の振興 110 500 0 610 

田中健藏基金 130 0 0 130 

その他 0 0 310 310 

計 240 500 310 1,050 

この他、外郭団体の福岡歯科大学学生共済会

から 40,671千円【修学支援事業(特待生・SA)：

40,363 千円、学生研修センター維持整備事業

等：308千円】の寄付があった。 

(３)エネルギー使用量の削減 

エネルギー使用量は、前年度比 電気 1.2％

減、ガス 36.0％増となった。 

特にガス使用量については、新病院が竣工し

ていない令和 2 年度上半期との比較で 82.0％

の増加となっており、新病院にガスを使用する
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空調設備等が多数設置されたため大幅に増加

した。料金は、原油価格の上昇に伴い、平均単

価が電気 1円/kWh、ガス 20円/㎥それぞれ上昇

したことも影響し、電気 4.1％増、ガス 60.0％

増となった。 

また、エネルギー使用合理化については、省

エネ法による「エネルギー管理員」選任届出を

終え、管理標準を設定した。 

７）キャンパス整備 

(１) 新キャンパス整備計画 

第 563回理事会及び第 173回評議員会（令和

3年 5月開催）において、校舎・施設・設備の

刷新と教育・研究機能の向上を目的に、既存キ

ャンパスの再整備を推進することを決定した。

この計画は、「本館（旧病院棟を含む）」、「体育

館」、「アニマルセンター」、「解剖実習棟」、「弓

道場・部室棟」、「体育部室」等を順次新築する

もので、現在、基本計画等を策定中である。な

お、新本館は歯科大学に加え、短期大学の校舎

として共用予定である。 

(２) 50周年記念講堂の建設 

令和 3 年 3 月 30日に執り行った起工式を皮

切りに、令和 4年 7月竣工に向けて計画どおり

着々と工事を進めた。 

(３)既存施設・設備の改修・更新 

① 福岡医療短期大学トイレ改修工事 

学生にとってより良い環境となるよう、1階

及び 3階女子トイレの改修工事を行った。 

② アニマルセンター設備更新 

老朽化対策として、屋上防水及びボイラー更

新を実施した。なお、ボイラーについては、新

アニマルセンター開設後に移設し、バックアッ

プ設備として有効利用することにしている。 

(４) 福岡医療短期大学 3 階マネキン実習室改

修工事の実施 

 文部科学省私立大学・大学院等教育研究装置

施設整備費の採択を受けて、開学当初から 20

年以上使用したマネキン実習室の改修工事を

実施し、より効率的な教育の提供が可能となり、

学生にとって最適な学修環境となった。 

８）その他 

(１) 歯科大学名誉教授称号授与 

 教育上又は学術上特に功績があった者に付

与される名誉教授の称号について、石川博之氏、

廣藤卓雄氏が推薦され、第 562 回理事会(令和

3 年 5 月 31 日)で決定し、令和 3 年 7 月 27 日

に授与された。 

(２) 福岡学園開学記念式典の実施 

学園の開学記念式典を 7 月 27 日に実施し、

名誉教授称号授与、永年勤続表彰及び特待生表

彰等を行い、学内外から約 130名の参加者があ

った。 

(３) 学校法人福岡学園･福岡歯科大学創立 50

周年記念事業 

令和 4 年(2022 年)に学校法人福岡学園及び

福岡歯科大学が創立 50 周年を迎えるにあたり、

平成 30 年(2018 年)7 月より募金活動を開始し

た。3月末現在で 962件、10,125万円の寄付を

いただいた。また、学生ホールにおいて 50 年

を振り返る写真展を実施したほか、50 周年特

設サイトの充実を図った。7 月上旬には、50

周年記念講堂の竣工式を執り行い、7 月 24 日

に記念式典を実施予定。 

(４) 新型コロナウイルス感染症への対応 

新型コロナウイルス感染症の全学的な対応

を協議するため、令和 2年 4月 3日から継続し

て開催している理事長、歯科大学長、病院長、

短大学長、看護大教授、老健施設長等を構成員

とする「COVID-19 対策会議」において、同感

染症の感染状況、感染対策等について協議した。

また、政府等から発出される緊急事態宣言及び

福岡県からの休業協力の要請を受け教職員の

「在宅勤務」「ローテーション勤務」「時差出勤」

を実施した。なお、同会議は現在も継続して実

施している。 

また、ワクチンの職域接種を申請し、7月か

ら学園内 3 大学の学生及び教職員の希望者の

みならず、近隣の公民館を通じて接種希望者を

募り、医科歯科総合病院にて 1回目、2回目合

わせて延べ 1,600 名程度へワクチンを接種し

た。 

さらに、ワクチン接種の担い手不足が深刻化

する中、歯科医師にも特例で容認されたため、

福岡市からの要請のもと、本学園の医師、看護

師に加え、歯科医師も集団接種会場において打

ち手として支援を行い、社会貢献に努めた。 
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Ⅲ．財務の概要 

１．決算の概要 

１）貸借対照表関係 

(１)貸借対照表の状況と経年比較 

令和３年度の資産の部合計は 684 億 6,700 万円、負債の部合計は 102 億 5,800 万円、純資産の

部合計は 582億 900万円となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)財務比率の経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）資金収支計算書関係 

(１)資金収支計算書の状況と経年比較 

令和３年度決算における収入は、学生生徒等納付金収入 32億 7,400万円、補助金収入 5億 2,400

万円、医療収入 24 億 2,600 万円、受取利息・配当金収入 5 億 5,600 万円、借入金等収入 23 億円

など 142億 2,300万円となり、これに前年度繰越支払資金 14億 500万円を加えた収入合計は 156

億 2,800 万円となった。支出は、人件費支出 43 億 7,600 万円、教育研究経費支出 19 億 5,600 万

円、管理経費支出 4億 2,500万円、施設関係支出 26億 600万円など 143億 800万円となり、収入

合計からこれを差し引いた翌年度繰越支払資金は 13億 2,000万円となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位:千円)

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

 固定資産 60,559,670 63,431,177 67,650,288 64,854,525 66,483,485

 流動資産 1,319,240 1,831,187 1,310,793 2,040,237 1,983,074

 資産の部合計 61,878,910 65,262,364 68,961,081 66,894,762 68,466,559

 固定負債 1,287,998 4,290,229 7,505,384 6,783,802 8,151,459

 流動負債 1,235,271 1,070,352 1,454,574 1,742,173 2,106,189

 負債の部合計 2,523,269 5,360,581 8,959,958 8,525,975 10,257,648

 基本金 61,644,241 60,725,805 61,211,368 58,171,191 59,161,488

 繰越収支差額 △ 2,288,600 △ 824,022 △ 1,210,245 197,596 △ 952,577

 純資産の部合計 59,355,641 59,901,783 60,001,123 58,368,787 58,208,911

 負債及び純資産
 の部合計

61,878,910 65,262,364 68,961,081 66,894,762 68,466,559

比率名 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

 運用資産余裕比率 713.1% 679.8% 665.4% 525.4% 465.2%

 流動比率 106.8% 171.1% 90.1% 117.1% 94.2%

 総負債比率 4.1% 8.2% 13.0% 12.7% 15.0%

 前受金保有率 130.8% 250.2% 149.1% 314.8% 289.8%

 基本金比率 99.9% 95.3% 90.4% 90.5% 88.4%

 積立率 97.4% 100.2% 99.4% 102.2% 99.9%

(単位:千円)

 収入の部 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

 学生生徒等納付金収入 3,233,725 3,370,866 3,354,585 3,448,955 3,273,855

 手数料収入 33,625 32,779 32,303 28,363 30,120

 寄付金収入 77,679 302,164 82,524 65,921 98,091

 補助金収入 595,017 569,345 451,132 478,498 524,117

 資産売却収入 112,850 1,090,555 919,365 1,952,690 357,451

 付随事業・収益事業収入 513,595 516,128 510,373 500,914 530,367
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(２)活動区分資金収支計算書の状況と経年比較 

令和３年度決算における教育活動資金収支差額は 3 億 6,600 万円、施設整備等活動資金収支差

額は△26億 7,300万円、その他の活動資金収支差額は 22億 2,200万円となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 収入の部 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

 医療収入 1,783,549 1,890,607 2,013,107 1,833,901 2,425,577

 受取利息・配当金収入 803,356 634,307 632,595 591,839 556,376

 雑収入 255,380 204,202 191,277 277,939 241,720

 借入金等収入 0 3,000,000 3,400,000 0 2,300,000

 前受金収入 593,213 533,428 518,713 446,363 455,546

 その他の収入 5,652,877 10,095,340 3,242,161 4,372,549 4,454,016

 資金収入調整勘定 △ 1,066,408 △ 1,055,882 △ 1,014,098 △ 1,081,654 △ 1,024,703

 前年度繰越支払資金 812,498 776,134 1,334,720 773,590 1,405,326

 収入の部合計 13,400,956 21,959,973 15,668,757 13,689,868 15,627,859

 支出の部 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

 人件費支出 4,234,851 4,297,610 4,365,378 4,441,026 4,375,793

 教育研究経費支出 1,519,205 1,686,472 1,656,440 2,738,149 1,956,038

 管理経費支出 322,405 346,418 361,143 438,903 425,203

 借入金等利息支出 0 0 12,025 20,087 18,521

 借入金等返済支出 0 0 0 340,020 715,020

 施設関係支出 124,183 4,138,161 3,833,751 782,489 2,605,774

 設備関係支出 191,236 114,772 193,745 1,631,690 172,691

 資産運用支出 6,312,851 9,942,757 4,501,953 1,852,400 4,133,700

 その他の支出 431,804 518,398 435,827 507,406 492,797

 資金支出調整勘定 △ 511,713 △ 419,335 △ 465,095 △ 467,628 △ 587,952

 翌年度繰越支払資金 776,134 1,334,720 773,590 1,405,326 1,320,274

 支出の部合計 13,400,956 21,959,973 15,668,757 13,689,868 15,627,859

(単位:千円)

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

 教育活動による資金収支

 教育活動資金収入計 6,422,384 6,713,909 6,607,434 6,600,307 7,059,844

 教育活動資金支出計 6,075,965 6,330,248 6,382,962 7,588,482 6,756,961

 差引 346,419 383,661 224,472 △ 988,175 302,883

 調整勘定等 69,080 △ 111,424 △ 47,913 △ 117,375 62,620

 教育活動資金収支差額 415,499 272,237 176,559 △ 1,105,550 365,503

 施設整備等活動による資金収支

 施設整備等活動資金
 収入計

2,538,643 9,272,180 1,325,151 2,588,772 875,844

 施設整備等活動資金
 支出計

2,915,837 13,380,001 5,327,346 2,914,178 3,595,744

 差引 △ 377,194 △ 4,107,821 △ 4,002,195 △ 325,406 △ 2,719,900

 調整勘定等 22,057 2,090 46,994 △ 39,871 46,987

 施設整備等活動資金
 収支差額

△ 355,137 △ 4,105,731 △ 3,955,201 △ 365,277 △ 2,672,913

60,362 △ 3,833,494 △ 3,778,642 △ 1,470,827 △ 2,307,410

科　目

 小計（教育活動資金収支
 差額＋施設整備等活動資
 金収支差額）
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(３)財務比率の経年比較 

 

 

 

 

３）事業活動収支計算書関係 

(１)事業活動収支計算書の状況と経年比較 

令和３年度決算における事業活動収入は 77 億 2,200 万円、事業活動支出は 78 億 8,200 万円と

なり、基本金組入前当年度収支差額は△1億 6,000 万円となった。この額から基本金組入額合計 9

億 9,100万円を差し引いた当年度収支差額は△11億 5,100万円となり、これに前年度繰越収支差

額 1 億 9,800 万円と基本金取崩額 100 万円を加えた翌年度繰越収支差額は△9 億 5,200 万円とな

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

 その他の活動による資金収支

 その他の活動資金収入
 計

3,620,342 5,229,575 6,439,741 3,882,626 6,293,420

 その他の活動資金支出
 計

3,717,068 837,495 3,221,328 1,780,130 4,070,495

 差引 △ 96,726 4,392,080 3,218,413 2,102,496 2,222,925

 調整勘定等 0 0 △ 901 67 △ 567

 その他の活動資金収支
 差額

△ 96,726 4,392,080 3,217,512 2,102,563 2,222,358

△ 36,364 558,586 △ 561,130 631,736 △ 85,052

 前年度繰越支払資金 812,498 776,134 1,334,720 773,590 1,405,326

 翌年度繰越支払資金 776,134 1,334,720 773,590 1,405,326 1,320,274

科　目

 支払資金の増減額（小計
 ＋その他の活動資金収支
 差額）

比率名 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

 教育活動資金収支差額比率 6.5% 4.1% 2.7% -16.7% 5.2%

(単位:千円)

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

 事業活動収入の部

 　学生生徒等納付金 3,233,725 3,370,866 3,354,585 3,448,955 3,273,855

 　手数料 33,625 32,779 32,303 28,363 30,120

 　寄付金 93,858 146,359 92,553 82,653 120,946

 　経常費等補助金 528,077 569,345 427,211 448,773 466,154

 　付随事業収入 513,595 516,128 510,373 500,914 530,367

 　医療収入 1,783,549 1,890,607 2,013,107 1,833,901 2,425,577

 　雑収入 262,380 214,706 199,100 293,875 244,055

 　教育活動収入計 6,448,809 6,740,790 6,629,232 6,637,434 7,091,074

 事業活動支出の部

 　人件費 4,172,390 4,310,131 4,530,894 4,450,366 4,396,192

　 教育研究経費 2,154,951 2,311,191 2,247,591 3,542,611 2,945,657

 　管理経費 363,146 388,209 403,470 462,660 497,287

 　徴収不能額等 1,115 5,622 840 92 4,334

 　教育活動支出計 6,691,602 7,015,153 7,182,795 8,455,729 7,843,470

 教育活動収支差額 △ 242,793 △ 274,363 △ 553,563 △ 1,818,295 △ 752,396

科　目

教
育
活
動
収
支
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(２)財務比率の経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

 事業活動収入の部

　 受取利息・配当金 803,356 634,307 632,595 591,839 556,376

　 その他の教育活動外収入 0 0 0 0 0

 　教育活動外収入計 803,356 634,307 632,595 591,839 556,376

 事業活動支出の部

　 借入金等利息 0 0 12,025 20,087 18,521

 　その他の教育活動外支出 0 0 0 0 0

 　教育活動外支出計 0 0 12,025 20,087 18,521

 教育活動外収支差額 803,356 634,307 620,570 571,752 537,855

 経常収支差額 560,563 359,944 67,007 △ 1,246,543 △ 214,541

 事業活動収入の部

　 資産売却差額 0 53,021 0 139 1

　 その他の特別収入 86,558 196,209 53,728 51,797 74,793

　 特別収入計 86,558 249,230 53,728 51,936 74,794

 事業活動支出の部

 　資産処分差額 91,408 62,779 21,395 408,134 20,055

 　その他の特別支出 5,298 253 0 29,596 74

　 特別支出計 96,706 63,032 21,395 437,730 20,129

 特別収支差額 △ 10,148 186,198 32,333 △ 385,794 54,665

 基本金組入前当年度収支差額 550,415 546,142 99,340 △ 1,632,337 △ 159,876

 基本金組入額合計 △ 3,053,983 △ 8,081,564 △ 498,340 △ 84,826 △ 990,967

 当年度収支差額 △ 2,503,568 △ 7,535,422 △ 399,000 △ 1,717,163 △ 1,150,843

 前年度繰越収支差額 △ 2,182,726 △ 2,288,600 △ 824,022 △ 1,210,245 197,596

 基本金取崩額 2,397,694 9,000,000 12,777 3,125,004 670

 翌年度繰越収支差額 △ 2,288,600 △ 824,022 △ 1,210,245 197,596 △ 952,577

（参考）

 事業活動収入計 7,338,723 7,624,327 7,315,555 7,281,209 7,722,244

 事業活動支出計 6,788,308 7,078,185 7,216,215 8,913,546 7,882,120

科　目

教
育
活
動
外
収
支

特
別
収
支

比率名 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

 人件費比率 57.5% 58.4% 62.4% 61.6% 57.5%

 教育研究経費比率 29.7% 31.3% 31.0% 49.0% 38.5%

 管理経費比率 5.0% 5.3% 5.6% 6.4% 6.5%

 事業活動収支差額比率 7.5% 7.2% 1.4% -22.4% -2.1%

 学生生徒等納付金比率 44.6% 45.7% 46.2% 47.7% 42.8%

 経常収支差額比率 7.7% 4.9% 0.9% -17.2% -2.8%
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２．その他 

１）有価証券の状況 

 有価証券の状況は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）借入金の状況 

借入金の状況は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

３）学校債の状況 

 なし 

 

４）寄付金の状況 

寄付金の状況は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

５）補助金の状況 

補助金の状況は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位:円)

当年度（令和4年3月31日）

貸借対照表計上額 時　価 差　額

 債券 43,307,376,800 44,963,488,000 1,656,111,200

 株式 0 0 0

 投資信託 0 0 0

 貸付信託 0 0 0

 その他 0 0 0

合　計 43,307,376,800 44,963,488,000 1,656,111,200

時価のない有価証券 0

有価証券合計 43,307,376,800

種　類

(単位:円)

借入先 期末残高 利　率 返済期限

 日本私立学校振興・共済事業団 2,625,000,000 0.4100% 令和10年9月15日

 西日本シティ銀行 2,719,960,000 0.2400% 令和12年3月31日

 西日本シティ銀行 2,300,000,000 0.3000% 令和14年3月31日

合　計 7,644,960,000

(単位:円)

科　目 金　額

 特別寄付金 97,779,584

 一般寄付金 311,382

合　計 98,090,966

(単位:円)

科　目 金　額

 私立大学等経常費補助金 301,113,000

 研究設備整備費補助金 8,103,000

 私立学校施設整備費補助金 40,000,000

 大学改革推進等補助金 9,861,000

 授業料等減免費補助金 59,025,900

 学術研究振興資金 1,500,000

 臨床研修費等補助金 37,487,000

 県その他補助金 67,027,553

合　計 524,117,453
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６）収益事業の状況 

 なし 

 

７）関連当事者との取引の状況 

(１)関連当事者 

記載すべき関連当事者との取引はない。 

(２)出資会社 

  なし 

 

８）学校法人間財務取引 

 なし 

 

３．経営状況の分析、経営上の成果と課題、今後の方針・対応方策 
 
令和３年度決算における主な収入では、学生生徒等納付金は福岡歯科大学及び福岡医療短期大

学の入学定員未充足等による在籍学生数の減により、前年度比 1億 7,500万円減の 32億 7,400万

円となった。補助金は文部科学省から採択を受けた福岡医療短期大学の「マルチメディアを活用

した臨床実習に即応するアクティブラーニング実習環境整備費」補助金などにより、前年度比

4,600 万円増の 5 億 2,400 万円、医療収入は医科歯科総合病院及び口腔医療センターの収入増に

より、前年度比 5億 9,200万円増の 24億 2,600万円となり、経常収入（教育活動収入・教育活動

外収入）は 76億 4,700 万円となった。一方、主な支出では、教育研究経費は医療収入の増収に伴

う経費の増などにより 29億 4,600万円となり、経常支出（教育活動支出・教育活動外支出）は 78

億 6,200 万円となった。以上の結果、学校法人の経常的な収支バランス（教育活動収支・教育活

動外収支）を示す経常収支差額は△2億 1,500万円となった。 

主な財務比率では、人件費比率 57.5％、教育研究経費比率 38.5％、管理経費比率 6.5％、経常

収支差額比率△2.1％となった。 

また、令和３年度の総資産は 684 億 6,700 万円となり、福岡歯科大学校舎建設資金として第 2

号基本金引当特定資産に 80億円、教育研究の充実を目的として第 3号基本金引当特定資産に 236

億 2,700万円、減価償却資産の取替資金として減価償却引当特定資産に 90億円など各種引当特定

資産の積立を行っており、財政基盤の強化を図っている。 

 今後、収入面では、福岡歯科大学及び福岡医療短期大学における入学定員充足による安定した

学生納付金の確保、補助金・寄付金等の外部資金の積極的な導入、医科歯科総合病院・口腔医療

センターにおける医療収入の増収など財源の確保に努める。一方、支出面では、人件費について

は、人事計画に基づく人員配置及び人事考課制度の活用等により適正化を図り、その他の経常的

な経費については、予算の効果的な執行及び不要不急の支出の抑制を図る。 

 本学園は、教育研究環境の向上及び将来的な施設、設備等の更新に伴う財源確保のため、一層

の財政状況の改善を図り、永続的な維持・発展に向けて、安定した財政基盤の確立を目指す。 
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World Journal of
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11 11
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Identification and characterization of R2TP in the

development of oral squamous cell carcinoma.
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Biochemical and

Biophysical Research

Communications
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perceptions regarding oral healthcare between

dental and nursing students before and after oral

healthcare education.
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Effect of multi-professional education on the

perceptions and awareness of oral health care

among undergraduate nursing students in a
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Journal of Dental

Education
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6
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neurovascular contact.
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Frontiers in Neurology 12 - 744561 2021
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7
Changes in oral and cognitive functions among
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follow-up study.
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Journal of Oral
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8
Tooth brushing, tooth loss, and risk of upper

aerodigestive tract cancer: a cohort study of
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Nagoya Journal of
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9
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Journal
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Space-making effect for new bone formation by

suppressing scar contraction of mucosal

epithelium of rat tooth extraction wound using

diode laser and CO2 laser treatment.
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The effect of AMP kinase activation on
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molecules.
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Tsuzuki T, Ohno J

Biochemical and

Biophysical Research
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and cytokeratin 17 following immediate

derangement of the cell membrane.

Kitagawa N Anatomy & Cell Biology - - - 2021
10.5115/acb.2

1.168

61
Effects of calyculin a on the motility and protein

phosphorylation in frozen-thawed bull

spermatozoa.

Ogata H, Tsukamoto M,

Yamashita K, Iwamori T,

Takahashi H, Kaneko T, Iwamori

N, Inai T, Iida H

Zoological Science 38 6 531-543 2021
10.2108/zs210

046

62
αTAT1-induced tubulin acetylation promotes

ameloblastoma migration and invasion.

Yoshimoto S, Morita H, Okamura

K, Hiraki A, Hashimoto S
Laboratory Investigation 102 1 80-89 2022

10.1038/s4137

4-021-00671-w

63
Ephedrae herba and cinnamomi cortex

interactions with G glycoprotein inhibit respiratory

syncytial virus infectivity.

Fujikane A, Sakamoto A,

Fujikane R, Nishi A, Ishino Y,

Hiromatsu K, Nabeshima S

Communications Biology 5 - 94 2022
10.1038/s4200

3-022-03046-z

64
DNA polymerase delta Exo domain stabilizes

mononucleotide microsatellites in human cells.

Shioi S, Shimamoto A, Song Y,

Hidaka K, Nakamura M, Take A,

Hayashi Y, Takiguchi S, Fujikane

R, Hidaka M, Oda S, Nakatsu Y

DNA Repair 108 - 103216 2021

10.1016/j.dnar

ep.2021.10321

6

65
Bond durability and surface states of titanium, Ti-

6Al-4V alloy, and zirconia for implant materials.

Nakamura K, Kawaguchi T,

Ikeda H, Karntiang P, Kakura K,

Taniguchi Y, Toyoda K, Shimizu

H, Kido H

Journal of Prosthodontic

Research
- - - 2021

10.2186/jpr.JP

R_D_20_0029

7

66

Expression of PRIP, a phosphatidylinositol 4,5-

bisphosphate binding protein, attenuates

PI3K/AKT signaling and suppresses tumor growth

in a xenograft mouse model.

Maetani Y, Asano S, Mizokami

A, Yamawaki Y, Sano T, Hirata

M, Irifune M, Kanematsu T

Biochemical and

Biophysical Research

Communications

552 - 106-113 2021
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2021.03.045

67
Osteocalcin promotes proliferation, differentiation,

and survival of PC12 cells.

Ando E, Higashi S, Mizokami A,

Watanabe S, Hirata M, Takeuchi
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Biochemical and

Biophysical Research
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557 - 174-179 2021
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2021.03.146
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Gao J, Mizokami A, Takeuchi H,

Li A, Huang F, Nagano H,

Kanematsu T, Jimi E, Hirata M

Journal of Cell Science 135 1
jcs2585

84
2022

10.1242/jcs.25

8584

4.症例報告

No. 題名 著者名 発行元 巻 号 ページ 発行年 DOI

1
Surgical endodontic treatment for odontogenic
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10.1016/j.jds.2

021.12.020

2
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Journal of Prosthetic
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- - - 2022
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3

A case of peritoneal dialysis-related peritonitis

caused by dialysate leakage with successful

treatment by intravenous and intraperitoneal
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perceptions regarding oral healthcare between

dental and nursing students before and after oral

healthcare education.
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4
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6
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7
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International Dental
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Biochemical and

Biophysical Research
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cognitive performance.
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Journal of Cognitive

Enhancement
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5-020-00192-2

3
Statistical analysis of mid-face correction

treatment using automated image analysis.

Moriyama T, Izumi K, Miyahara
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2021 IEEE 10th Global
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Electronics (GCCE)
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10.1109/GCCE

53005.2021.96
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4
Thoracoscopic repair of congenital diaphragmatic

hernia in neonates: Findings of a multicenter
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5
The forkhead box M1 (FOXM1) expression and

antitumor effect of FOXM1 inhibition in malignant

rhabdoid tumor.
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Yamamoto H, Taguchi T, Oda Y

Journal of Cancer

Research and Clinical
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147 5
1499-
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2-020-03438-w

6

Frequent breakpoints of focal deletion and

uniparental disomy in 22q11.1 or 11.2 segmental

duplication region reveal distinct tumorigenesis in

rhabdoid tumor of the kidney.

Haruta M, Arai Y, Okita H,

Tanaka Y, Takimoto T, Kamijo T,

Oue T, Souzaki R, Taguchi T,

Kuwahara Y, Chin M, Nakadate

H, Hiyama E, Ishida Y,

Koshinaga T, Kaneko Y

Genes, Chromosomes &
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60 8 546-558 2021

10.1002/gcc.2

2952

7
Laparoscopic approach for abdominal

neuroblastoma in Japan: Results from nationwide

multicenter survey.

Kawano T, Souzaki R, Sumida

W, Ishimaru T, Fujishiro J,

Hishiki T, Kinoshita Y,

Kawashima H, Uchida H, Tajiri T,

Yoneda A, Oue T, Kuroda T,

Koshinaga T, Hiyama E, Nio M,

Inomata Y, Taguchi T, Ieiri S

Surgical Endoscopy - - - 2021
10.1007/s0046

4-021-08599-4

8
Anatomical patterns of biliary atresia including

hepatic radicles at the porta hepatis influence

short- and long-term prognoses.

Sasaki H, Nio M, Ando H,

Kitagawa H, Kubota M, Suzuki T,

Taguchi T, Hashimoto T

Journal of Hepato-Biliary-

Pancreatic Sciences
28 11 931-941 2021

10.1002/jhbp.9

89

9
Reevaluation of concurrent acetylcholinesterase

and hematoxylin and eosin staining for

Hirschsprung’s disease.

Yoshimaru K, Matsuura T,

Yanagi Y, Obata S, Takahashi Y,
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Hino Y, Shibui Y, Tamaki A,
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Pediatrics International 63 9
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10
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Inoue H, Matsunaga Y, Sawano
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American Journal of

Medical Genetics. Part A
185 11

3459-

3465
2021

10.1002/ajmg.

a.62466
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Current thoracoscopic approach for mediastinal

neuroblastoma in Japan-results from nationwide

multicenter survey.

Kawano T, Souzaki R, Sumida

W, Shimojima N, Hishiki T,

Kinoshita Y, Uchida H, Tajiri T,

Yoneda A, Oue T, Kuroda T,
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International
37 12
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33



No. 題名 著者名 発行元 巻 号 ページ 発行年 DOI

12
Current status of intractable pediatric

gastroesophageal reflux disease in Japan: A

nationwide survey.
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Surgery Today - - - 2022
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13
Biliary atresia‑specific deciduous pulp stem cells

feature biliary deficiency.
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Stem Cell Research &

Therapy
12 1 582 2021
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7-021-02652-8

14
Phase I study of tamibarotene monotherapy in
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recurrent/refractory solid tumors.

Nitani C, Hara J, Kawamoto H,
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Surgical extirpation of a huge desmoid

fibromatosis of the right buttock: Case report of a
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NN, Mya Thanda Than,  Yin Mar
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SN Comprehensive
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Mediastinal emphysema induced by minor
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Pediatrics International 63 4 488-489 2021
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Successful management to prevent early graft
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retransplantation: A case report and literature

review.
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Yoshizumi T, Oda Y, Mori M,

Taguchi T

Pediatric Transplantation 25 5 e13907 2021
10.1111/petr.1
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4
Rex shunt for portal vein thrombosis after

pediatric living donor liver transplantation.

Soejima Y, Taguchi T, Matsuura
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10.12659/AOT.
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所属 受講日 研　修　等　名 場 所 参加者

企画課 11/30 大学の教育改革に関する研修（基礎コース） オンライン 谷　賢太朗

10/13 人権・同和問題公正採用選考人権啓発推進員研修 福岡市 石橋　慶憲

10/29 ICTを用いた同時双方向型の遠隔授業に関するSD研修 オンライン 飯尾　寛人

11/26 日本私立学校振興・共済事業団 事務担当者向け説明会福岡市 和田　寿晴

11/26 改正育児・介護休業法等説明会&ハラスメント防止研修会オンライン 田島　大寛

11/26 改正育児・介護休業法等説明会&ハラスメント防止研修会オンライン 飯尾　寛人

12/13 働き方改革関連法に関する説明会 オンライン 田島　大寛

11/30 私立大学教育研究充実協議会「Society5.0時代の高等教育」 オンライン 和才　広輝

11/30 大学の教育改革に関する研修（基礎コース） オンライン 宮﨑　智美

財務課 12/15-12/17 令和３年度 私学スタッフセミナー 広島市 森田　　俊

9/1 ビジネスマナー基礎研修 オンライン 髙松　裕一

10/29 ICTを用いた同時双方向型の遠隔授業に関するSD研修 オンライン 松尾　優太

11/30 大学の教育改革に関する研修（基礎コース） オンライン 福吉　真季

8/30-8/31 各層別サイバーセキュリティ研修（CSIRT 研修（基礎編）） オンライン 廣池　元信

9/13-9/15 各層別サイバーセキュリティ研修（CSIRT 研修（応用編）） オンライン 平野　太一

10/26-10/29 大学図書館職員短期研修 オンライン 木村　弥生

11/30 大学の教育改革に関する研修（基礎コース） オンライン 廣池　元信

病院事務課 12/3 ファシリテーション研修 オンライン 深川　慎吾

教育支援・教学IR室
事務室 11/17 大学改革フォーラム『学生の自律的学修に向けてのＤＸの推進』 オンライン 赤間　尚希

教育研究支援課

学務課

情報図書館課

総務課

別表５　令和３年度　外部研修等受講一覧表
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○階層別研修

対象者 研修内容 受講者数

○専門別研修

対象者 研修内容 受講者数

○私学関係団体の研修

対象者 研修内容 受講者数

1
 西部地区五大学
 ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ研修

 事務職員  ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰとして必要な基礎的知識・手法の習得等 1名

2
 私大協・九州支部
 中堅職員研修会

 勤務年数5年以上の
 事務職員

 全体研修・班別研修 -

3
 西部地区五大学
 ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾅｰ研修

 勤務年数1～3年程度  ビジネスマナーの基本 4名

別表６　令和３年度教職員研修

97名

42名

26名

371名

10月7日

ビデオ受講実施

8月4日

ビデオ受講なし

9月15日

ビデオ受講実施

-

17名

102名

100名

9月2日

来年度に延期

オンライン受講

＜令和３年度研修基本方針＞

　教育研究活動等の適切かつ効果的な運営を図るため、教職員が必要な知識及び技能を習得させ、
その能力及び資質を向上させることを目的とする。
　その他、本基本方針を達成するため、都度必要な研修を行うことがある。

研修名 実施日

1  採用時研修 新規採用事務職員

 施設見学・大学教職員の基礎知識等 7月7日

 フォローアップ研修①
 「先輩職員からのメッセージ
                  及び自身の目標設定について」

11月10日

 フォローアップ研修②
 「初年度の反省と、２年目に向けて」

令和4年3月16日

3名

6名

4名

56名

実施日

2 若手・中堅職員研修
係長・主任・事務職員
（51名）

　本学の経常費補助金及び改革総合支援事業について
11月24日

ビデオ受講実施

1  ハラスメント 管理職（90名） 　「パワハラ・アカハラ等防止について」

題　材

2  厚生補導
教職員（310名）
 ※嘱託職員も含む

　学生の多様性（LGBT)について

3  教　育
事務職員（96名）
 ※嘱託職員も含む

　歯科医師国家試験合格に向けた
　　　　　　　低学年の教育サポート体制について

6  ハラスメント 管理職以外の教職員 　仮題 同僚間でのハラスメントについて

4  自己点検評価
看護大教職員
（42名）

　看護大学における内部質保証について

5  コンプライアンス
研究に携わる教職員
（371名）

　「コンプライアンス研修」

8  年　金 希望者 　年金等退職後の手続きについて 令和４年1月7日

7  人事考課
課長・課長補佐
（17名）

 「人事考課のための考課者研修」 12月27日

研修名 実施日

12月3日

実施なし

9月1日～8日
録画配信による受講
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　　別表７

受講日 研　　　修　　　名 　主　催 場所 参加者

9/1 ビジネスマナー基礎研修 中村学園大学 オンライン 髙松　裕一

11/17 大学改革フォーラム『学生の自律的学修に向けてのＤＸの推進』 西南学院大学 オンライン 赤間　尚希

11/30 大学の教育改革に関する研修（基礎コース） 福岡大学 オンライン 宮﨑　智美

11/30 大学の教育改革に関する研修（基礎コース） 福岡大学 オンライン 廣池　元信

11/30 大学の教育改革に関する研修（基礎コース） 福岡大学 オンライン 福吉　真季

11/30 大学の教育改革に関する研修（基礎コース） 福岡大学 オンライン 谷　賢太朗

12/3 ファシリテーション研修 九州大学 オンライン 深川　慎吾

受講日 研　　　修　　　名 　主　催 場所 参加者

10/29 ICTを用いた同時双方向型の遠隔授業に関するSD研修 福岡大学 オンライン 飯尾　寛人

10/29 ICTを用いた同時双方向型の遠隔授業に関するSD研修 福岡大学 オンライン 松尾　優太

令和３年度　西部地区五大学連携懇話会研修参加者

令和３年度　福岡未来創造プラットフォーム参画大学共同SD研修
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